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I 漁況海況予報事業

。野沢理哉・土井捷三郎

【目的】

沿岸定線観測とスルメイカ漁場一斉調査を行い，日本海および富山湾の海況と漁況の関連を研

究するとともに，漁況・海況情報を正確かつ迅速に公表することにより，漁業経営の安定に資す

る。また日本海における漁況・海況情報事業に対して情報を提供する。

【方法】

水産庁の定める「漁況海況予報事業実施指針Jおよび「昭和63年度日本海における漁海況情

報事業実施要領J(漁業情報サービスセ Yター〉によって実施した。

【実施結果】

(1)沿岸定線観測

以下のとおり実施した。

調査年月日 調査員 観測項目 使用船舶 備 考

63. 4. 4 - 4. 5 野沢理哉 水温，塩分， プヲンクトン 立山丸 ニー7線〈卵稚仔〉

5. 6 - 5. 7 11 11 11 11 〈 11 〉

6. 1- 6. 2 11 水温，塩分 11 11 〈沿岸観測〉

6.30 - 7. 1 11 11 11 11 11 

8. 1 - 8. 2 11 ι， 11 11 〈 11 〉

9. 2 - 9. 3 11 点， 11 11 〈 ι， 

10. 5 -10. 6 土井捷三郎 水温， 塩分， ブランクトン 11 11 〈卵稚仔〉

10.31 -11. 1 野沢理哉 11 11 11 11 

12. 1-12. 2 11 水温，塩分 点F 11 〈沿岸観測)

元.1. 9 - 1.10 11 11 11 11 11 

2. 1- 2. 0 11 が 11 点F 11 

3. 6 - 3. 7 11 水温，塩分， ブランクトン 11 11 〈卵稚仔〉

(2) スルメイカ漁場一斉調査

以下のとおり実施した。

調査年月日 調査員 観測項 目 使用船舶 備考

63. 6. 8 -17 野沢理哉 水温，塩分，釣獲試験 立山丸 すー 3線

9. 5 -14 11 水温，塩分，釣獲試験，ブランクトン " す-2線
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【調査結果のとりまとめ】

調査結果資料は日本海区水産研究所へ送付し，日本海水産研究所が結果をとりまとめた。概要

は次のとおりである。６月期には，す－３線の５点で釣獲凋査を実施し，合計５，７９９尾の漁獲

があり，９月期には，す÷２線の８点で釣獲調査を実施し,合計4,565尾の漁獲があった。なお，

海洋観測結果の内，水温値は別表のとおりである。

[調査結果登載印刷物等】

昭和６３年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料－１，１９８８年６月，日本海区

水産研究所

昭和６３年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料一Ⅱ，１９８８年１０月，日本海区

水産研究所

掴OＥ

《

餓）

第１次スルメイカ漁場一斉調査定点図（６月）及び沿岸定線図

２



渦OＥ

第２次．:スルメイカ漁場一斉調査定点図（９月）

[別表】

昭和６３年富山湾内１７定点主要層別平均水温及び平年差
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11 沿岸漁況観測事業

。野沢理哉・土井捷三郎

【目的】

1. 県内各地の漁獲量を調査し，また沿岸定線観測を実施し， r漁況旬報」及び「富山湾漁海況
既報Jとして公表し，関係各機関及び関係漁業者に漁海況情報を提供する。

2. パソコンを用い，漁海況情報の整理・累積を行い，あわせて解析手法の研究を行う。

【方法】

1. 漁況収集及び情報提供

県内の主要な 9漁業根拠地(氷見・新湊・四方・岩瀬・水橋・滑川・魚津・経回・黒部〉に

調査員〈別表〉を配置し，各地の漁業種類別漁獲量を毎日電話で聞き取り，旬1回の「漁況旬

報J，月 1回の「富山湾漁海況概報」として関係各機関に配布した。

2. 電算機利用

パソコンを用い.漁海況情報の処理・累積・解析手法の開発を行った。

【実施結果】

1. 漁況収集および情報提供

前記の主要漁業根拠地から毎日電話で漁業種類別・魚種別の漁獲量を聞き取った。県下各漁

協を通じて収集した昭和63年の総漁獲量は16，269.1トンであり，漁業種類別では，定置網

漁業が 11，294.4トシ.漁船漁業が3，802.7トン.八そう張り網漁業が1，172.0トンであっTこ。

毎旬の集計結果を「漁況旬報」として発行するとともに，毎月「富山湾漁海況観報」を発行

し，関係各機関に配布した。発行状況および配布先は下記のとおりである。

発行状況 漁況旬報...・H ・..昭和63年4月上旬から平成元年3月下旬までの聞に36回

富山湾漁海況観報・・ H ・H ・-昭和63年4月から平成元年3月までの聞に12回

配布先

配布先 旬 報 概 報

地方自治体等 8 1 2 

漁業団体等 5 1 5 2 

研究機関等 2 5 1 4 

報道関係等 1 5 1 5 

iロ~ 計 9 9 9 3 
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2. 沿岸定線観測

昭和63年6月1日-2日 6月30日-7月1日， 8月1日-2日 9月2日-3日 12

月1日-2日，平成元年1月9日-10日 2月1日-2日の7回延べ14日間沿岸定線〈二一

7線〉の海洋観測を実施したョ観測結果の概要は漁況海況予報事業の項の別表に掲蛾した。

3. 電算機利用

パソコンを用い，漁海況情報処理・資源解析等を行った。

【調査結果登載印刷物等】

漁況旬報 昭和63年4月上旬~平成元年3月下旬〈合計36報)，富山県水産試験場

富山湾漁海況概報 昭和63年4月~平成元年3月〈合計12報)，富山県水産試験場

【別表】

漁況報告依頼機関及び調査員

機 関

氷見販売漁業協同組合連合会

新湊漁業協同組合

四方漁業協同組合

岩瀬漁業-協同組合

水橋漁業協同組合

滑-111漁業協同組合

魚津漁業協同組合

経由漁業協同組合

黒部漁業協同組合

調査員

大西史郎・穴倉明子

尾山栄吉

経浦宗之

宮本駿一郎

寺松光雄

三谷むつ子

島崎博

後藤義昭

田中 満
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反当たり尾数

土井捷三郎

【目的】

富山湾に来遊するサクラマスの分布移動状況及び資源動向を明らかにするとともに，関係機関

が共同で実施する資源調査（日本海ます漁場一斉調査）と連携して県内関係漁船への漁況情報を

提供する。

【方法】

調査船立山丸（１５６トン）で，流し網の操業を行い，サクラマスの漁獲状況を日本海区水産研

究所へ通報する。また，漁獲物の一部に標識を装着して放流し，サクラマスの回遊移動状況を把

握する。調査にあっては，水産庁の定める「日本海ます調査要綱」に基づき，海洋観測等を併せ

て行う。

【結果の概要】

今年度及び過去の操業の結果を表－１に示した。今年度は平成元年３月２２日から２９日まで

の間，富山湾内奥部，新湊から滑川のごく沿岸部で延１２回操業し，サクラマス３９尾を漁獲し

た。操業１回１反当たり漁獲尾数は0.1尾で昨年の半分であったカー昨年と同じであった。

内１０尾については背錨基部にチューブ型アソカータグを装着し，神通川の２腕沖合で放流した。

表－１サクラマス漁場調査の結果一覧表

１１

６

１２

62.3.16.～３．２４

６３．３．９.～３．１４

元.３．２２.～３．２９

操業期間 操業回数使用反数漁獲尾数

６

Ⅲ沖合漁場開発調査

1．サクラマス漁場調査

漁狸の状況は操業の都度，日本海区水産研究所へ報告した。

操業の結果は日本海区水産研究所から関係者に情報として提供された。また，日本海区水産研

究所が日本海全体について股終とりまとめを行い総括報告される予定である。

【調査結果登載予定印刷物】

平成元年日本海ます調査記録平成元年９月日本海区水産研究所

０
０
０

５
５
３

７
０
９

８
７
３

0．１４

０．２３

０．１０



2. 日本海スルメイカ漁場調査

。萩原祥信・土井捷三郎・野沢理哉

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣漁業に対して，的確な漁海況情報を提供し，

漁業経営の安定と向上に寄与する。

【方法3

日本海スルメイカの漁期前(4月).初漁期(5月).盛漁期(7，8月)及び漁況海況予報調

査事業によるスルメイカ一斉調査(6，9月)て勃獲試験及び水温，塩分観測を実施し，得られた

調査結果の情報を富山県のスルメイカ船団及び関係穣関に提供した。

【調査結果の概要】

1. 調査実施概要

調査の実施概要は表-1のとおりであった。

表-1 スルメイカ調査実施概要

調査年月日 調査項目

63.4.13-24 水温，塩分，釣獲獄験

5.13-21 11 

6. 8-17 11 

7. 4-7 11 

8.17-24 11 

9. 5-14 11 

1)漁期前調査結果

7.調査期間

昭和63年4月13日-24日

イ.調査海域

使用船舶

立山丸

11 

11 

11 

11 

11 

調査点 釣獲尾数

23点 234'尾

15 1，336 

40 10，743 

5 336 

11 4，233 

30 4，565 

東経135度から 131度までの範囲で，北樟37度以南の海犠

ウ.調査点

海洋観測23点，うち6点で釣麗試験操業

エ.調査結果

ア)海況

表面水温水平分布図を図ー 1に示した。

備考

一斉調査と同時実施

繰憩路右諸課)

一斉調査と同時実施

調査海域内の表面水温は 11.2 ，..， 1 5. 4 'cの範囲にあり. 12-13'Cで広くおおわ

- 7 -



130
0 

れていた。隠岐島以西は 13'c以上，浜田沖には 14 'c以上の水温カみられたが，これら

は，昨年同期に比べて 1-2'C低く，水温の上昇はやや遅れ気味であると思われた。

。

131 134
0 

13Ef 

- 海洋観測点

⑨釣獲点

図-1 表面水温水平分布図〈昭和63年4月13日-24日〉

イ〉漁況

試験換業の結果を表ー 2及び図一 2に示した。

138' 

釣り機 1台 1時間当りの漁獲尾数は0.06-0.92尾で，昨年に比べると著しく低調で

あったo

外套背長は 11.8-2 4.5 cmの範囲であったが.沿岸戚にはそードが18仰の比較的大

型のものが出現していた。しかし，これらは例年に比べると昨年同様やや小型であった。

ウ〉業者船の状況

調査中にイカ釣り船を視認したのは，浜田沿岸及び隠岐諸島付近で小型船が見られた

のみであった。

エ〉スルメイカの来遊状況

本航海で漁観された大型の群は夏生まれ群で，小型は冬ないし秩生まれ群であると考

えられた。

本航海後の主な漁独対象群は，以後北上移動が活発になる秋生まれ群になると思われ

たが，その分布を明らかにすることはできなかった。

昨年に比べ水温が1--2"(;低いため群の北上は遅れているものと推定されたが，資源

量変動とも考えられるので以後の調査で明らかにしていきたい。

- 8 -



表一 2 釣獲調査結果表

St. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

月 日ヤ〆日-16 16 16 16-17 17 17 17-18 18 18 20 20 20 

11工01.8 31-00.0 3件ω.0 持却.9 36~ω.0 おこ00.0 :ti~.5 五三羽.0 35工15.0 高三15.0 ぉ~O.O 3ι45.0 
位 始 13~お.0 131-<旧.0 13f~却.0 1:rt-30.4 131'!.59.8 111'=-旬.0 131"--36.5 日1工却.0 13íこ~O.O 132~.0 132=∞.0 111-15.0 

置 終

18:却h倒:∞ 08:05 10:34 18:~叫:ω 07:10 
時 間

10:12 18:却--04:∞ a:26 08:13 12:19 11.54 1広倒

9.5 h 9.2h 9.5 h 

尾 数 6 82 48 

犠 械 11 12 12 

C.P.U.E O.尚 0.76 0.44 
u) 

12-16.5 14-24.5 漁若MMトZptJ{4司 12.←15.0 
14 14.5 18 

Om 12.0 12.1- 11.8 12.9 12.0 14.5 15.4 14.5 14.4 14.2 14.1 13.9 

10m 11.65 11.但 11.13 12.51 12.叩 13.96 13.抱 14.45 14.36 14.16 札価 日.貯

水 20 m 11.40 11.施 10.91 12.21 12.58 13，92 臼.67 1418 14.お 14.15 14.03 13.97 

30 m 11.24 11.59 却.邸 12.07 12.44 13.88 13.26 14.07 14.19 1415 14.03 13.95 

50 m 10.44 10.91 卸.41 11.位 12.11 13.旬 ロ.98 14.01 14.1仰 1415 13.84 日.鍋

75 m 10.05 却J)6 9.却 10.19 12.20 13.話 12.73 13.83 13.99 1413 13.74 13.52 

100 m 7.加 8.何 7.92 9.16 12.02 13.30 11.31 13.57 日.61 13.98 13.65 13.缶

温 150m 3.22 3.& 4.47 6.56 11.10 8.76 3.83 10.62 

(t) 200 m 1.54 2.17 9.57 1.拘

300 m 0.57 0.69 1.35 
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図－２航跡及び釣獲調査における釣機1台１時間当たりの漁獲量（尾）

2）初漁期調査結果

ア．調査期間

昭和６３年５月１３日～２１日

イ．調査海域

東経１３２度から１３６度までの範囲で北緯３８度以南の海域

ウ．調査点

海洋観測１５点，うち５点で釣獲試験操業

エ調査結果

ア）海況

表面水温の水平分布を図－３に示した。

調査海域内の表面水温は１３．９～１６．５℃の範囲にあったが，前回調査時（４月１３日～

２４日）に比べて１～２℃高く，また昨年同期に比べても１～２℃高い海域が多くみられ

た。

イ）漁況

試験操業の結果を表－３及び図－４に示した。

釣り機１台１時間当りの漁獲尾数は0.97～5.56尾で，前回調査時（４月１３日～２４

日）に比べて漁痩は上向き傾向にあった。
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- 海洋観測点

⑨釣獲点

図-3 表面水温水平分布図〈昭和63年5月13日.....21日》
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- 海洋観測点
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図-4 航跡及び富強調査における釣機1台1時間当たりの漁獲置く尾〉
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調査地点での外套背長は 11. 5 --2 5. 0 cmの範囲にあり，各調査地点のモードは 19.0

--21.5cmの範間にあった。特に東経132度30分北緯37度付近のモードは比較的大

きかった。

ウ〉業者船の状況

調査中にイカ釣り船を多数目撃したが， レーダーによる観察では，猿山灯台から西北

西約25マイル付近に多数出漁していた。

エ〉スルメイカの来遊状況

本航海の漁獲主群は，昨年度と同様秩生まれ群であったが，隠岐島西部の沿岸の定点

では成熟した夏生まれ群であった。昨年度，東経 135度北緯37度付近もみられた秩生

まれ群の高密度漁場は今年度は見あたらず，全体に密度の水準は低調であった。しかし，

各地沿岸域での漁獲状況から夏生まれ群の水準は依然として高いものと考えられた。

3) 8月期調査結果

7. 調査期間

昭和63年8月17日--24日

イ.調査海域

東経135度 59分--138度，北緯40度--41度27分の範囲で日本の200カイリ側の海域

ウ.調査点

海洋観測 11点. うち5点で釣獲試験操業

L 調査結果

ア〉海況

調査海減内の水温は，表層で23-26 't台， 50 m層で2-9't台の範囲であった〈図ー5)0 

7月上旬の同海域の水温分布(1988年7月上旬，日水研発行による日本海漁場海況

速報〉と比べて，表層では約6't昇温していたが， 50 m層ではほとんど変化はなかった。

イ〉漁況

試験操業の結果を表-4及び図ー6に示した。

今回の調査における釣り機1台 1時間当りの漁獲尾数は4.0-12.3尾で， 7月上旬に

同海域で行った調査による漁況結果(1988年7月，日水研発行によるスルメイカ漁場

一斉調査速報〉と比べると 1地点〈北緯41度27分，東経137度59分〉を除いて

ほぼ閉じ分布密度であった。また，調査海域における魚体の外套背長は 18--31cmの

範囲で，モードは23--24cmであった。

ウ〉業者船の状況

調査期間においてイカ釣り船が多数目撃された海域は，東経136度-137度，北緯

39度30分-40度30分付近であった。

エ〉スルメイカの来遊状況

本航海の漁獲主群は，外套背長及び斜度組成からみて，秋生まれ評と推定された。ま

た，調査海域の釣独試験結果より，分布はかなり広し範囲t司ったっているものと推定された。

-1 4ー



表-4 釣獲調査結果表

S t. 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

月 日 V18-19 19 1ト 20 20 20-21 21 21-22 22 22-23 23 23 

N 41~ 1b.7 N 40~∞.2 N 4~30.2 N 4~・45.2 N 41~伺.8 N 40!.29.8 N 40~ωs N 4~15.1 N 4O~l).4 N 4O~00.0 N 39!.29.9 
位 始

EI37~58.7 EI37~59.9 E137~59.9 EI3t-29.8 E136~59.5 E 137=-∞.0 El訂!07.5 EI36=-29.8 E13~ 招.7 E13?OO.O E137~∞.1 

N 41~25.7 Nω~32.1 N 41~倒.7 N~∞.9 N ~30.0 
置 終

E 131-58.4 El翼手01.1 E136=-ω E137~07.2 Elぉ!.59.6

19:00-04:30 19:α)-倒:30 19:00-04:ω 19:30→4:ω 19:α)-(>>:ω 
時 間

9.5 h 9.5 b 9b 8.5 b 9b 

尾 数 931 453 1.149 1.065 635 

犠 械 8 12 12 12 12 

C. P. U. E 12.25 3.fJ1 10.ω 10.“ 5.88 

トー

豊物島胤t:v、河同 21-29 19-30 21-31 18-31 20-31 
υ司

Lモート~ca) 23 23 24 24 24 

Om 22.5 23.4 24.9 24.3 25.4 26.1 26.0 お.4 25.0 25.5 1b.2 

10m 22.叩 16.26 ロ.25 19.25 23.(1) 24.84 23.偶
22.“ 21.61 22.35 24.泊

水 20 m 17.96 6.27 8.39 14.57 17.37 18.12 15.17 16.1旬 10.50 18.51 15.50 

30 m 13.日 3.27 3.89 6.72 7.27 10.36 11.94 9.却 5.70 11.71 11.76 

50 m 4.19 1.59 2.ai 1.38 2.71 4.お 9.56 5.76 2.36 7.13 7.55 

75 m 1.珂 0.99 1.43 0.77 1.39 2.51 7.43 3.16 1.19 4.58 5.お

温 100 m O.槌 O.釦 1~悩 O.ω 0.98 1.91 6.11 1.倒 0.91 3.10 3.70 

('C) 
150 m 

O.“ O.話 0.79 0.47 0.67 1.04 3.52 O.伺 0.70 1.57 2.閃

200 m O.珂 0.51 0.62 0.39 0.52 0.47 1.85 O.日 0.55 O.勿 1.32 

300間 O.ω 0.45 0.41 O.訂 0.41 0.21 0.91 0.43 0.41 0.52 0.71 
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. /N/手観測点

⑨的指点

図 6 航跡及び釣獲調査における釣機1台 1時間当たりり漁獲量(尾〉

2 情報の提供

調査実施中には逐次調査結果を.1，I山県のスルメイ カ船団である新湊船団及び新川船団に，

無線により通報した。また帰港後.I周査結果綴要速報を各関係綾倒に送付した。

【調査結果のとりまとめ】

昭和63年度日本海スルメイカ漁期1問調査結来速報. 1988年 4月 宮山県水産試験場

昭和63年度日本海スルメイカ初漁期調査結果速報. 1988年 5月 富山県水産試験場

昭和63年度日本海スルメイカ 8月期調査結果速報. 1988年8月 富山県水産試験場

【調査結果登載印刷物等】

昭和63年度日本海スルメイカ長畑漁況海況予報に関する資料 U. 1988年 9月 日本海

区水産研究所
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IV'富山湾固有種生態調査

1. 浮魚類生態調査研究

も沢理哉・林 清志

【目的】

富山湾におけるサヨリの生活史等を明らかにする。

【方法】

1. 魚体測定調査

1988年4月19日から 1989年3月14日までの聞に，魚津及び氷見市場にこそう曳網等

により水揚げされたサヨリの尾叉長と体重を測定した。

2. 稚魚分布調査

1988年8月10日から 10月19日までの聞に滑川漁港等において，釣等によりサヨり稚魚

を採集し，尾叉長及び体重を測定した。

【結果の概要】

1. 魚体測定調査

こそう曳紙定置網及び地曳網により水揚げされたサヨリを合計809尾測定した。

(1) 尾叉長

尾叉長の範囲は14cmから 34cmであり，採取日ごとの範囲等を表ー 1に示した。

(2) 体重

体重の範囲は59から2009であり，採取日ごとの範囲等を表-1に示した。

2. 稚魚分布調査

釣及び地曳網により採取したサヨリを合計194尾測定した。

(1) 尾叉長

尾叉長の範勘は 7cm.から 18cm.であり，採取日ごとの範囲等を表-2に示した。

(2) 体重

体重の範囲は 19から 209であり，採取日ごとの範囲等を表一 2に示した。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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表-1 魚体測定調査結果

採取日 地区 漁 法 測定尾数尾叉長範囲 尾叉長モード体重範囲体重モード

88. 4.19 氷見 こそう曳網 84尾 18-30cm - cm 2か-1309 - 9 

88. 4.27 " " 97 19-30 20-120 

88. 5.10 " 定 置 網 100 19-34 23.5 20-170 65.0 

88. 5.18 " 地 曳 網 135 15-34 20.5 10-200 30.0 

88.11.11 魚津 定 置 網 88 15-22 18.5 10-35 20.0 

88.11.22 氷見 11 50 16-24 20.5 10-50 27.5 

88.12.16 魚津 11 50 14-23 20.5 号-35 22.5 

89. 1.24 氷見 11 85 14-22 17.0 s-35 12.5 
88. 3.14 11 11 120 14-20 16.5 10-25 12.5 

表-2 稚魚分布調査結果

採取日 地区 漁 法 測定尾数尾叉長範囲 尾叉長モード体重範囲体重モード

88. 8.10 石田 地 曳 網 4尾 7-9cm - cm 1-29 - 9 

88. 8.16 11 地曳網及投網 4 9-11 2-4 

88. 8.20 11 地 曳 網 20 7-11 7.5 1-4 1.5 

88.10. 3 滑川 釣 8 12-15 13.5 7-11 8.5 

88.10. 4 11 11 34 12-17 13.5 6-16 8;0 

88.10.11 11 11 55 12-16 13.5 7-17 9.5 

88.10.17 11 " 27 12-18 14.5 7-2fJ 9.5 

邸.10.19 11 " 42 13-18 15.5 8-18 13.0 

2. 日本海におけるホタルイカの資源利用研究

。林清志・土井捷三郎・野沢理哉

【目的】

日本海におけるホタルイカ資源の系群を明らかにし資源生物学的知見を麹こした資源診断を行う。

【方法】

1. 漁業実態調査

1988年3-6月までの聞に黒部から氷見地区の9漁業協同組合から日別にホタルイカの漁

獲量と操業した定置網統数を聞き取り調査した。

また，富山県以外の漁獲量については，各府県の水産試験場の資料によって調べた。

-1 9-



2. 資源構造調査

(1) アイソザイム解析

7.試料

試料の採集場所，採集年月日，漁法および供試個体数を表一 1に示した。試料は，各個

体が接触しないようにした上で凍結し保管した。凍結した試料は，半解凍状態まで解凍し，

各個体から個別に眼球〈特に，網膜等の細部に分けず，キョウ膜や一部筋肉組織を含む。〉

および外套膜を採取した後，再凍結〈ー30
0C)して保存した。

アイソザイム解析に用いたホタルイカ 18集団の採集場所，
採集年月日，漁法および個体数

表-1

漁法

官

A

内，
U

内

O
a
a
I
F
h
u
a
u

融街延金
100 

97 

100 

103 

100 

100 

定置網

11 

11 

採集年月日

'88. 3.26 

'88. 4. 5 

'88. 4.14 

'88. 5.16 

'88. 5.27 

'88. 6. 8 

採集場所

滑川沖

11 

11 

富山

県名

11 

11 

11 11 

11 

11 

11 11 

7 

8 

9 

1 0 

1 1 

1 2 

99 

100 

100 

100 

100 

100 

網曳
M

M

底

11 

11 

'88. 3.11 

'88. 4. 4 

'88. 4.15 

'88. 5.17 

'88. 5.28 

'88. 6. 8 

湾狭
M

若

11 

福井

11 

11 

11 11 

11 1/ 11 

96 

101 

1/ 

1/ 

'88. 4.13 

'88. 5.18 

香住沖兵庫1 3 

1 4 

96 1/ 1. 14 '88. 金沢沖l
 
i
 
--.，， 石1 5 

103 定置網2.29 '88. 赤沢沖岡静1 6 

101 

99 

1/ 

1/ 

2.25 

2.23 

活8.
'88. 

小田原沖

大磁沖

神奈川1 7 

1 8 

イ.アイソザイム解析

眼球および外套膜を解凍しホモジナイズした後， 10，000 RPMで遠心分離し，その上

澄液を組酵素液として直接ろ紙に吸収させてデンプンゲル電気泳動に供したoテ'ンプンゲル

は表ー 2に示したゲル用各種緩衝液に重量比で 13%の加水分解デンプン(connaught製〉

を加え，加熱溶解して調整した後， 15-17時間室温で放置して使用した。電気泳動は，

表ー2に示した泳動用緩衝液を用いて 70mAの定電流で行い，マーカーとしたアミドプラッ

ク10Bの先端が，原点から4-6cm移動した時点で終了とした。次にゲルを厚さ 1uの切

片とし，表ー2に示した種々の反応染色液に漫潰して活性染色を行い，アイソザイムの表現

型とその頻度を確認した。遺伝子頻度は，これらの表現型頻度を統計処理して算出した。
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表-2 デンプンゲル電気泳動に用いた緩衝液と染色液

緩 衝 液

酵 素
ゲル用 泳動用.

LDH 13.5 mM Tris 135 mM Tris 
〈乳酸脱水素酵素〉 -4.3 mM Ci trate -43 mM Ci trate 

(pH 7.0) (pH 7.0) 

染色液

DVV 40mι 

0.2 M Tris-Hα(pH8.η50mι 

0.25 f M-PMS 0.75mt， 
1.5 ~ N-BT 0.75mι 

1.0fMTT 0.75mι 

1.5 ~ NAD 0.75π¢ 
70f Na-Lactate 3.0mι 

MDH 

〈リンゴ酸 、

脱水素酵素'

2 mM Ci trate-
N-(3-aminopropyl) 

-morphorine 
(pH 6.5) 

40 mM Ci trate- DVV 40mι 
N-(3-aminopropyl ) 0.2 M Tris-Hα(pH8:η50mι 

-morphorine 0.25 f M-PMS 0.75mι 
(pH 6.5) L5'iiN-町 0.75mι

1.0 ~ M'IT 0.75mι 

1.5 ~ NAD 0.75mι 
"Na-Malate 350ηe 

IDH 

〈イソクエン酸 、
脱水素酵素'

、.J
'
E
A
 W
 

-

刀

い
印
刷

2

m
剛
・

m

m
m
附

則

1

-

p

f

 

Mω
町

H

n
一

m
-
p

o
h
M円

-
r
k

40 mM C i tra te- DVV 40mι 

N-(3 -aminopropy 1) 0.2 M Tris-Hα(pH8.0)50mι 

-morphorine O.25f M-PMS 0.75mι 
(pH 6.5) 1.5fN-BT 0.75mι 

1.0fM廿 0.75泌

NADP 20nq 

Na-iso citrate 35ηe 

1.0 M 均 Cゐ1.0mι

6PGD 

( 6ーホスフォグル、

コン酸脱水素鶴紫'

2mM Citrate-

N-(3-aminopropyl) 

-morphorine 
(pH 6.5) 

、BJ----vd 

-

句

由
』

F

・・

6ιu
，
、
』
?

a
q
a
f
 

h
u

・m
m

2
1
m
.
n
け

(

a

o

E

 

f

-

b

6

 

d
ω
m
H
 

0
ド

m

p

a岨
古

川

門

司

r
t

'0.2 M Tris-Hα(pH8.0)75泌

0.25 f M-PMS 0.75mι 
1.5f N-BT 0.75ηt 

1.0 f M'IT 0.75mι 

NADP 1O~ 

Ba-6-phosphogluconate 

1.0 M MgC~ ldrop 

T ri s : Tri s (hydro低ymethyI)aminome thane 

M-PMS : Phenozine methosulfate 

N-BT : Ni tro-tetrazolum blue 

MTI‘ 3-(4，5 -Dimethyl-2-thiazolyl)2， 5-diphe~1- 2lJ tetrazol ium bromide 

NAD : Nicotinamide adenine dinucleotide. oxidized form 

NADP : Ni cotinamide adenine dinucleotide phosphate. oxidized form 

DW: Distilled water 

-2 1-



(2) 魚体測定

1988年3月下旬から 7月上旬までの聞に滑川の定置網で漁獲されたホタルイカを旬毎に

1回当り 60個体サンプリングし，外套長.体重および生殖腺重量を測定した。 7月下旬には，

魚津の定置網で漁獲されたホタルイカを同様に測定したo 測定結果から以下の式により，生

殖腺重量指数を算出した。

生殖腺重量指数=生殖腺重量/外套長3X 106(生殖腺重量.1.外套長:lIll'll) 

また，兵庫県但馬水産事務所試験研究室および福井県水産試験場の測定資料を使用し，こ

れらの各県で漁獲されたホタルイカと比較したo

3. 資源生態調査

(1)産卵実験

3回の産卵実験を行い，その過程は次のとおりであった。

1988年4月 14日 4月20日および5月12日のそれぞれ午前4時頃にホタルイカを滑

川市沖合の定置網で採集し，試験場内の水糟に収容したo それぞれの日の午後に30cmx45 

仰のビニール袋に約2.tの海水とホタルイカ 1個体を入れ，酸素で封入した後，恒温室内に

収容した。恒温室の温度は 4月14日は 8
0C.後の2回は 100Cであったo4月20日には

容量15.tのガラス水槽5個にそれぞれ 1個体のホタルイカを入れたものも同時に収容したo

第1回では 1日後に産卵しているものを取り出し.産出された卵とそれを産んだホタルイ

ヵを 5%海水ホルマリンで固定したo また 2日後に産卵したものについても同様に固定し

たo 第2固と第3固では，それぞれ 2日後に同様にして固定した。

後日，固定した卵をそれぞれ全数，計数したo 産んだホタルイカの卵巣卵および輸卵管内

卵については，今後，計数の方法を検討してから，解剖して計数する予定である。

(2) 発生実験

1988年4月20日午前4時頃，滑川市沖合の定置網でホタルイカを採集したo 午前6時

に水産試験場内の屋内に設置したFRP製 1トン水糟〈水温5't，流水〉に採集したホタル

イカを移し，午後2時にその中の 4個体のホタルイカを 10
0

Cの恒温室内に置いTこガラス梢曹

〈容量55.t )に入れたo これらのホタルイカが午後4時30分から 6時30分の聞に産卵し

たのを確認したので産卵の基単開始時間を午後5時30分とした。発生段階を調べるために，

この卵約50個を取り出し， 2.tビーカーに入れて，室温 16. 5 - 19.5 ocの実験室内に置い
て観察を開始したo

また，残った卵を用いて水温別の発生速度を調べた。表ー3の実験区を設定し原則として

午前9時と午後4時の1日2回の観察を行った。それぞれの発生段階に達したかどうかの判

定は，生き残っている卵の半数がその段階に達しているかどうかによった。

(3) 卵・稚仔調査

1988年3-6月に月 1回，富山湾内の 27定点(前々年度参照〉において 80cmリングネット

〈網目Nip40)による水傑 150mからの鉛直曳を実施した。採集物は，船上で約 5%の海水ホ

ルマリンで固定した後，実験室に持ち帰ってからホタルイ卵および稚仔を選別し，計数した。
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目の大自さ

(4)幼体・成体採集調査

１９８８年４月～１９８９年２月までの間に富山湾周辺海域において富山県漁業指導調査船

立山丸（１５６．３８トン，１０００馬力）で,月１回の採集調査を実施した。小型中層トロール

網（ＳＭＴ，前年度参照）および大型中層トロール網（ＬＭＴ，図－１）により中層曳および

雛底曳を行った。水深と曳網方法により調査海域をＡ～Ｆの６海域にわけ，図－２に示した。

ＳＭＴは１９８８年４月～８月まで使用し，９月からはＬＭＴによって調査を行った。

－２３－

実験区恒温方法温度同 卵の収容方法 収容卵数

図－１大型中層トロール網（ＬＭＴ）

の展開図

恒温室

恒温器

恒温室

恒温器

それぞれ２必の海水を入れたビーカー３個

同上

同上

１必の海水を入れたビーカー１個

ビーカー１個当り２０個

同上

同上
〃 １０個

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

０
３
６
９

１
１
１
１

図－２ホタルイカの採集調査海域と調査点

Ｉ

●

表－３ホタルイカ卵の発生速度実験
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【結果の概要】

１．日本海におけるホタルイカ漁業の実態を明らかにするため，富山湾での漁況聞き取り調査を

行ったところ，以下のとおりであった。

（１）日本海でのホタルイカの漁獲量は，１９８４年の底曳網漁場の開発から１９８７年まで年を漁

獲量は増加していたが，１９８８年は前年を下回った。

（２）富山湾の漁狸量は，１９８４年以降，４年間，１，０００トン以下であったが，１９８８年は

１，３３４トンであった。

（３）１９８８年の富山湾での旬別漁獲量は，平年と比べ，４月上旬と５月下旬以降の漁獲が多か

った。

（４）１９８８年の富山湾の地区別漁痩量は，平年どおり，滑川，魚津および新湊の順で多かった。

２．日本海におけるホタルイカの資源構造を解明するために各海域で漁痩されたホタルイカのア

イソザイム解析および魚体測定を行い，次の知見を得た。

（１）アイソザイム解析結果から，１９８８年の４月期の富山県沖と福井県沖および兵庫県沖の集

団は，遺伝的に異なるものではないかと考えられたが，いずれの海域の場合も採集時期によ

って遺伝子頻度に差が承られ，日本海におけるホタルイカの資源構造は複雑である可能性が

示唆された。

（２）外套長および体重は，３月から６月の間，福井県および兵庫県より富山県の方が大きい傾

向があったが，生殖腺重量指数は３県ともバラツキがあり，一定の傾向はゑられなかった。

３．ホタルイカの資源生態を明らかにするため，産卵実験，発生実験，卵・稚仔調査および幼体

・成体採集調査を行い，次の知見を得た。

（１）産卵実験によるホタルイカ１個体当りの産卵数は，１３～９９２粒で平均は２４１粒であっ

た。

（２）ホタルイカ卵の初期発生を次の４段階（Ａ～Ｄ）に分け，図－３に示した。

Ａ：２細胞期。

Ｂ：目と口の原基が形成される。

ｃ：外套膜の切れ目が背中側まで完全に切れ，鰭の原基が形成される。

Ｄ：ふ化。

（３）ホタルイカ卵のＢ，ＣおよびＤの発生段階までの水温と到達時間の関係は，以下のとおり

であった。なお，実験した水温範囲は，９．５～１８．９℃であった。

Ｂまで１／ｔ＝０．００１３８Ｔ－０．００８７０（ｒ＝０．９９５）

Ｃまで１／ｔ＝０．０００８９Ｔ－０．００５４１（ｒ＝０．９９８）

Ｄまで１／ｔ＝０．０００７７Ｔ－０．００４７８（ｒ＝０．９９２）

（ｔ：到達時間Ｔ：水温に)）

－２４－



Ａ Ｂ

リミーノ３

図－３ホタルイカ卵の発生段階

Ａ：２分割（ＥＤ１．５×1.2”）。

Ｂ：目と口の原基ができる。

Ｃ：外套膜の切れ目が背中まで入る（ＥＤ１．９×１．８”）。

Ｄ：ふ化直後（ＭＬ1.4”）。

(4)富山湾における１９８８年３～６月までのホタルイカ卵の出現量は５月が最も多く，湾奥部

東寄りの海域と宮崎から糸魚川にかけての沿岸部に多かった。１９８６年以降の卵の出現量の

推移は，各年の漁獲量の推移と一致した。

(5)幼体期のホタルイカは，富山湾外の主として大陸棚斜面の水深２５０～５００ｍの海域に分

布し，成長にともない徐々に湾奥部の産卵場に向かって移動し，成体となって３月頃から産

卵を始めるものと推測された。

[調査結果登載印刷物等】

昭和６３年度水産業関係地域重要新技術開発促進事業報告笹（日本海におけるホタルイカの資源

利用研究）平成元年３月富山県水産試験場

－２５－



V 200カイリ水域内漁業資源委託調査

1. 200カイリ水域内漁業資源委託調査

。萩原祥信・土井健三郎・林清志・野沢理哉

【目的】

我が菌200カイリ漁業水域における漁業資源を科学的根拠に基づいて評価し，漁獲許容量等を

推計するために必要な資料を整備する。

【方法】

200カイリ水域内漁業資源総合調査昭和63年度実施要綱に基づき次の 3項目について調査を

実施したo

(1) 生物測定調査

(2) 標本船操業実態調査

(3) 漁獲成績調査

【実施結果】

(1) 生物測定調査

調査魚種，測定回数，測定尾数は以下のとおりであった。

魚 種 測定回数 測定総尾数

ーマ イ ワ シ 23固 2，045尾

カタクチイワシ 29 2，620 

ウルメイワシ 17 1，490 

ーマ サ "、e 22 1，536 

.マ ア ジ 1 1 873 

プ リ 類 20 974 

スルメイカ 17 823 

計 139 10，361 

(2) 標本船操業実態調査

操業実態調査における標本船等は以下のとおりであった。

漁業種類 統数又は隻数 期 間 備 考

プリ定置漁業 2ケ統

1 隻

昭和63年9月~平成元年3月氷見漁民合同及び南高定置網紐合

スルメイカ一本釣漁業 昭和63年5月-11月
平成元年1月-2月

-26ー
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(3)漁獲成績調査（県水産漁港課調）

漁獲成績調査は以下のとおり実施した。

漁業種類 制度区分隻数調査回数

八そう張り網知事許可３ケ統年３回

釣ぃ力勤大臣承認１４隻１

釣ぃ力、自由１３隻１

沖合底曳網大臣許可４隻１０

小型底曳網知事許可１９隻１２

まぐろかじき流し網岩手海区承認６隻l

かじき等流し網宮城海区承認９隻１

北海道
かじき等流し網４隻１

連合海区承認

べに弓掲ついがにかごなわ知事許可３９隻９

計
３ケ統

108隻
３９回

備考

【結果の概要】

調査結果については，調査要綱の様式に従い，日本海区水産研究所に報告し，同研究所が取り

まとめた。概要は以下のとおりである。

アジ：アジの漁獲戯は，経年的には'８４年以降'８６年まで減少傾向にあったが，

’８７年はやや増加し，’８８年は前年より増加した。’８８年４月から'８９年２月までの月漁痩量の

変化を図に示したが'８８年4,5月が平年（'７９～恩７年の平均，以下同じ）を上回った他は，す

べて平年を下回った。漁獲の盛期は'８８年４月と５月にみられ，平年の経過とは異なっていた。

平年に承られていた９月を中心にした峰は形成されなかった。これは'８４年以降の特徴である。

魚体の大きさは'８８年５月に９～１５cmzでモード１０”の豆アジ，６月に９～１５”でモード１２

cmの豆アジ，９月に８～１４”でモード１０”の豆アジ，１０月に９～１５Cwzでモード１２cm､の豆

アジ，’８９年１月に１５～２４“でモード１９czzの小アジであった。

サバ：サバの漁獲量は，経年的には'８１年以降'８７年まで減少傾向にあったが，

’８８年は前年よりも増加した。’８８年４月から'８９年２月までの月漁獲量の変化を承ると，’８８

年9,10,12月および'８９年１月は平年を上回り，他の月は平年を下回った｡漁獲の盛期は'８９年

１月にみられ，平年の３月より若干早かったが，２月には激減した。魚体の大きさは，’８８年７

月に４～１２”でモード６“のギリサバ，８月に５～１６cmzでモード１３cmzのギリサバ，９月に１４

～２１”でモード１６cmのギリサバ，１０月に２８～３２“でモード２９“の小サバ，１１月に２８

～３６“でモード３２“の小サバ，１２月に３０～３５”でモード３２cmzの小サバ,'89年１月に２７

～３６“でモード３０”の小サバであった。

－２７－



カタクチイワシ: カタクチイワシの漁獲量は，経年的問主泡4年以降変動は大きいカ・4斬増傾向
にある。 '88年4月から・89年 2月までの月漁獲量の変化をみると， '88年7，8，9，10月は平年

を上回り， '88年6，12月， '89年1，2月が平年を下回った他は平年並みであった。漁獲の盛期は，

'88年8，10月にみられ，平年の盛期とほぼ一致したが， 平年にみられる 1月の峰はみられなか

った。魚体の大きさは， '88年4月に 10-16C11lでモード 14仰の大カタクチ 5月に 11-16

c11lでそード 14cmの大カタクチ 6月に9-16cmでモード 13cmの大カタクチ， 7月に 3-10C711

でモード 7cmの中カタクチ. 8月に4-10C711でそード 5C711の中カタクチ， 9月に4-9C711でそー

ド6cmの中カタクチ， 10月に4-9C711でそード 6C711の中カタクチ， 11月に4-10C711でモード

7cmの中カタクチ， 12月に4-10C711でモード 5C711の中カタクチ 3月に 6-11cmでモード8

仰の中カタクチであった。

ウルメイワシ: ウルメイワシの漁獲量は，経年的には'82年以降漸減傾向にあったが:87

年は増加し， '88年は前年を大きく下回った。 '88年4月から'89年2月までの月漁獲量の変化

をみると， '88年 11月のみ平年を若干上回ったが，他は平年を下回っTょ。漁獲の盛期は'88年6

月と 12月にみられ，平年の6月には一致したが 1月とは一致しなかった。魚体の大きさは，

'88年4月に 18-25cmでそード 19 c711の大ウルメ 6月に 17-24C711でそード19cmの大ウル

メ 8月4-10cmでそード 5cmの小ウルメ， 9月に5-9cmでそード 6仰の小ウルメ， 10月に

7 -11仰でそード 8cmの小ウルメ， 12月に9-13cmでモード 11侃の小ウルメであった。

マイ ワ シ:マイワシの漁獲量は，経年的には・79年以降変動はあるものの，漸減傾向

にある。 '88年は前年よりも増加した。・88年4月から'89年2月からの月漁獲量の変化をみる

と，平年並みか平年を下回ったo 漁獲の盛期は'89年1月にみられたが，平年のような漁獲量は

なかった。魚体の大きさは， '88年4月に 12-20cmでそード 13cmの中羽マイワシ， 5月に12

-22cmでそード 13cmの中羽マイワシ 6月に 13-21cmでそード 14cmの中羽マイワシ， 7月

に4-9cmでそード 6cmの小羽マイワシ 8月に5-10cmでそード7cmの小羽マイワシ， 9月に

3-9cmでモード 5C711のカエリマイワシ， '89年1月に 15-24仰でモード 17 cmの中羽マイワ

シ 2月に15-21cmでモード 16 cmの中羽マイワシであったo

ブ リ 類:フクラギの漁獲量は，経年的には'79年以降'87年までは変動はあるもの

の横ばい傾向にあったが， '88年は近年では最も低いレベルであったo '88年4月から'89年2

月までの各月漁獲量は全般的に平年を下回って経過した。漁獲の盛期は'88年 11. 1 2月にみら

れたが，平年を下回り，平年で 10月下旬から 11月中旬までにみられる一つめの漁獲の峰がみら

れなかった。魚体は， 8月に 18.5cmモードの'88年級が現れ， '89年10月にはそードが38仰に

達する群もみられて平年に比べ大きめであった。

ガンドの漁獲量は，経年的には'79年以降変動はあるものの，漸減傾向にある。 '88年4月か

ら'89年2月までの各月漁獲量は全般的に平年を下回って経過し，低いレベルであった。漁獲の

盛期は， '88年12月みられたが，平年にみられる 2月の峰はみられなかったo

プリの漁獲量は，経年的には '80年以降.82年にかけて大きく減少し，その後極めて低いレベ

ルで推移していたが， '88年は 11.0トンで'80，'81年には及ばないものの近年では比較的高い

水準となったo '88年4月から'89年2月までの期間で，そのほとんどが '88年 10月から'89年

1月の聞に漁獲されたが，比較的小型のものが主体であった。

【調査結果登載印刷物等】

昭和63年度200カイリ水域内漁業資源調査結果資料編， 1989年4月 日本海区水産研究所。
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◎林清志・土井捷三郎・野沢理哉

【目的】

日本海に生息する多獲性浮魚類（アジ・サバ・イワシ類・スルメイカ等）の卵稚仔の分布につ

いて定期的に調査し，資源変動を予測するための基礎資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「卵稚仔・魚群分布精密調査指針」に基づき実施した。

【実施結果】

サンプリングは定線観測の際に以下のとおり実施した。

表－１魚卵稚仔量調査

メ卵
シ稚仔

使用船舶 備考調査年月日 観測項目

５
３

１

点
点
点
点
点

６
３
６
６
６

２
２
２
２
２

線７
、
一
〃
〃
″
〃

一
一水温,塩分，プランクトン立山丸

〃 バグ

〃 〃

〃 〃

水 温，塩分〃

昭和６３．４．４～４．５
５．６～５．７

１０．５～１０．６

１０．３１～１１．１

平成１．３．６～３．７

ウル
イワ

採集された卵稚仔の個体数は以下のとおりであった。

表－２卵稚仔月別魚種別採集個体数

０
０

５
３
１

魚種 １１１０５ ６４

９

シふ
８
０

０
０

０
０

３３

１０

０
０マイワ

０

０
２

卵

稚仔

２

２７

０
５
１０

０
２３１

９８

カタクチ
イワシ

２
２

2．魚卵稚仔量調査委託事業

※・マアジ・マサバは出現せず

・６月分は他調査で採集

【調査結果登載印刷物等】

「昭和６３年度卵稚仔調査結果」１９８９年日本海区水産研究所編

「日本海および九州近海におけるスルメイカ稚仔分布調査報告」（昭和６３年度卵稚仔基本

調査結果）１９８９年日本海区水産研究所
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VI 富山湾深海生物調査

1. 定着工ビ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

【目的】

富山湾に生息する深海性エピ類の資源生物学的知見を収集し，資源維持及び保護対策の基礎資

料とするとともに，近年，ホッコクアカエピ， トヤマエピ等が本県の栽培対象種として，放流が

開始されつつあるところから，放流技術開発に関する資料に資する。

【方法】

1. 試験操業

昭和 63年7月に，漁業指導調査船立山丸を用い，富山湾沖合においてかご漁法により水深

別にエピ類の採集を行った。

本年度が本調査の最終年度に当たることから 3カ年のとりまとめを行った。

【結果の概要】

1. 試験操業

水深198.289， 355， 567， 805， 1010， 1150 mおよび 1345mの8周で. 7種のエピ類を採

集したが，ホッコクアカエピが200--600 mで約70尾採集された以外.他の種は非常に少な

かった。

( 3カ年のとりまとめ〕

2. 漁業の実態

(1) 富山県における漁獲統計資料によるエピ類漁獲量経年変化は図-1のとおりで，シラエピ，

ホッコクアカエピは区別されているが，今回の調査対象魚種であったトヤマエピ，モロトゲ

アカエピなど深い所で漁獲されるエピ類は漁獲量が少ないこともあって区別されていなかった。

TON 
800 

400 

200 

。

図-1 エピ類漁獲量の経年変化
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（尾）４

3．試験操業

（１）３カ年間にかご漁法を用いたエビ類の採集地点は図－６に示した５８地点であった。(1)３カ年間にかご漁法を用いたエビ頚の採集地点は図－６に示した５８地点で

(2)採集したエビ類の水深別個体数は表－１の通りで，１５種９３７尾であった。

Ｘ1０００

１０

０

漁
璽
尾
数

８

６

(2)その他エビ類の漁獲量は昭和３０年後半にかご漁業が盛んになるにつれ増加したが，昭和

４０年を最大に急激に減少し，近年では５０トン程度の水準に低迷していた。

(3)ホッコクアカエビは底曳網，ごち網およびかご漁法で漁狸されていたが，他のエビ類はほ

とんどががご漁法による漁獲であった。

(4)滑川市場に水揚げするかご漁船一隻を調査し，トヤマエビおよびモロトケアカエビについ

て，漁獲尾数の月変化，銘柄別漁獲状況を明らかにした。（図－２，図－３，図－４，図－５）

２

・8＄Ｍ，』」ＡＳＯＮＤ・87』ＦＭＡ

図－２トヤマエビの漁獲尾数の経月変化

ＸＯＯＯＯ
８

､８６Ｍ」』ＡＳＯＮＤ･87』ＦＭＡ

６
４
２１

漁
硬
尾
数
尾く

図－３モロトゲアカエビの漁獲尾数の経月変化
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【調査結果登載予定印刷物】

富山湾深海性エビ類の資源生物学的研究（仮題）富山県水産試験場研究報告書
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86Ｍ』』ＡＳＯＮＤ８７』ＦＭＡ 86Ｍ」』ＡＳ－・ＯＮＤ８７』ＦＭＡ

トヤマエビの銘柄別漁獲割合の経月変化

白：銘柄小斜：銘柄中
点：銘柄大黒：銘柄特大

図－５モロトケアカエビの銘柄肱魚獲割合の経月変化

白：銘柄小斜：銘柄中
点：銘柄大(内卵）黒：銘柄大(外卵）

図－４

図－６調査地点図
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4．市場調査

（１）トヤマエビ６２０尾およびモロトケアカエビ５５０尾について，頭胸甲長，体長，体重，卵

数などを測定し，比成長，組成の季節変化を明らかにした。（報告済みおよび図-7,図－８）
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2. 遊泳エビ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

【目的】

近年附加価値が高まったシラエピの資源生物学的情報を収集するとともに，漁獲変動要因解明

の基礎研究を推進するo

【方法】

1. 試験操業

昭和63年6.10月及び平成元年1月に，栽培漁業調査船はやっきを用い，富山湾奥部の神通

海谷および常顧寺海谷でIKMTネットを用いた水深層別の曳網調査を行った。
2. 市場調査

新湊，岩瀬及び水橋の3市場に水揚げされるシラエピについて，月別漁獲状況を把握すると

ともに，岩瀬市場については. 4月1日の漁業解禁から 2日間毎の漁獲物を採集し，体長を測

定して体長の変化を調べた。

3. rしんかい 2000Jによる調査
昭和63年6月29日に神通海谷の水深320mで，海洋科学技術センターの潜水調査船「し

んかい 2000Jを用いた分布調査を行った。

【結果の概要】

1. 試験操業

富山湾には命名されている海谷が 22カ所あるが，昨年度を含め合計15ヶ所についてシラエ

ピの分布を調べた。その結果9ヵ所で分布が確認され 6カ所では確認されなかった。

なお.本研究は昭和6Z年度から3カ年計画で実施する予定であるので， 確認出来なかった

場所も含めた未調査部分での分布を次年度に解明することにしている由

「しんかい 2000Jによる調査
(1) 水深200mの所では海底からの高さ 40m付近より深い所で，水深320mの所では海底か

ら100m付近の所と海底から40m付近より深い所でシラエピが観察された。

(2) 海底からの高さ 100m付近で観察さeれた個体数はー視野当り 1尾であったが海底からの高

さ40m付近からは水深が深くなるほど個体数が増加し，海底からの高さ 10m付近では 20

数尾と最も多かった。しかし，海底iU:では少なかった。

(3) シラエピの遊泳姿勢は水平もしくはそれに近いものが多く.触角を横方向に大きく伸ばし

ていたo なお，シラエピが群を形成して遊泳している状況は観察されなかった。

(4) シラエピは，神通海谷の西壁の崖下では観察されたものの，崖上では観察されなかった。

また，東壁では観察されなかったo

2. 市場調査

現在，採集した標本は測定中である。

【調査結果登載印刷物等】

第5回「しんかい2000J研究シンポジウム予稿集昭和63年 12月 海洋科学技術センター
水産海洋研究会報第52巻第4号 1988年9月 水産海洋学会

「富水試だより J44号昭和64年1月 富山県水産試験場
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3．パイ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

【目的】

富山湾に生息するパイ類の資源生物学的知見を収集し，資源維持および保護対策の基礎資料と

するとともに，栽培対象種として将来取上げられる可能性があるところから，放流技術開発に関

する基礎資料に資する。

【方法】

１．試験操業

昭和６３年７月に，漁業指導調査船立山丸を用い，富山湾沖合においてばいかご漁法を用い

た水深別の試験操業を行った。

２．市場調査

滑川市場にかご漁法で漁獲され水揚げされるパイ類について，月別漁獲状況を把握するとと

もに，漁獲物を２ケ月に１回購入し，そのサイズの変化を調べた。

【結果の概要】

１．試験操業

水深１９８，２８９，３５５，５６７，８０５，１０１０，１１５０および１３４５ｍの８地点で８種類，

３６４７個のパイ類を採集した｡産業上重要な種はオオエッチユウパイ，カガバイ，ツバイおよ

びエゾボラモドキの４種でオオエッチュウパイは５５０ｍ以深で採集され，１０００ｍより深い水

深に多く，カガバイは２５０～６００ｍで，３５０ｍ付近に多く，ツバイは２５０ｍ以深で，８００ｍ

付近に多く，エゾポラモドキは２５０ｍ以深で，水深には差がない傾向がみられた。

個体数はツバイが最も多く，ついでカガバイ，オオエッチュウパイの順であった。

２．市場調査

昭和６３年５月から平成元年３月までの間に，１７回，４種類，１５８７個について，雌雄別

に殻高，体重，蓋長径，肉重，生殖腺重量などを測定した。

性比，比成長などの内容については解析中である。

なお，本研究は平成２年度までの３カ年間実施予定で，詳しい報告は最終年度に行う予定であ

る。

【調査結果登載印刷物等】

富山湾を中心としたかご漁業の歴史日本海ブロック試験研究集録第１４号５７－６４日

本海区水産研究所平成元年３月
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Ⅶ栽培漁業開発試験

1．さけ。ます増殖調査

武野泰之

【目的】

サケ増殖事業の実態を調査し，これらの知見に基づいて，増殖技術の改善，回帰率の向上を図

り，効率的なサケ資源の増大を目指す。

また，サケ回帰親魚の生物統計調査，サケ品質改善調査を行い，合理的な資源管理と増殖を行

うための知見を集積する。

【調査方法】

１．回帰率向上調査

（１）沿岸水域環境調査

降海後のサケ稚魚の生息環境を把握するために，湾内沿岸水域３定点において，水温を測

定するとともに＃６０ネットによってプランクトン採取を行い，プランクトンの消長を調査

した。

（２）大型稚魚育成技術開発

／早期の北海道卵を移植して黒部川内水面漁協ふ化場に稚魚飼育管理業務を委託し，水温，

生残率，成長等を記録しながら体重１１の稚魚になるまで飼育し，その一部に標識を施して

黒部川に放流した。

２．増殖環境調査

県内各ふ化場における親魚の取り扱い，卵及び仔稚魚の飼育管理等の実態を調査した。

３．来遊親魚調査

サケ親魚の本県への回帰状況を把握し，来遊予報の精度を向上させるために，県内主要７河

川に湖上したサケ親魚の魚体測定及び鱗による年令査定を行った。

４．サケ品質改善推進調査

早月川において捕獲されたギンケサケ親魚から種卵を確保するために，親魚の捕痩，輸送及

び蓄養方法等について検討した。

【結果の概要】

１．回帰率向上調査

（１）沿岸水域環境調査

元年４月１４日，４月２０日，４月２７日，５月１１日，５月１８日及び５月２４日に栽培漁

業調査船はやつきで調査を実施した。湾内沿岸水域の表面水温がサケ稚魚の離岸完了の指標

－３７－



水温とされる１５℃に到達した時期は，例年並ぶの５月中旬であった。

（２）大型稚魚育成技術開発

北海道卵（千歳川で６３年１０月１３日に採卵された卵）１００万粒を６３年１２月１日に黒

部川内水面漁協ふ化場に搬入した。平成元年３月２４日に平均体重１．２７１の稚魚６５．８万尾

を黒部川に放流したが，その内の２１．７万尾には標識（脂ビレ切除）を施した。

2．増殖環境調査

（１）親魚の捕獲及び蓄養状況

主要７河川のうち６河川にヤナが設置されている。このうち，庄川ではヤナで全数捕獲さ

れているが，その他の５河川では，ヤナよりも投網等による親魚の捕獲割合が高かった。早

月川さけ．ますふ化場では蓄養池が新設され好成績を納めたが，その他のふ化場では飼育池
Ｑ

で蓄養を行っており，成熟の進んで1,,ない蓄養中の親魚が捕獲時の外傷によって，採卵前に

死亡する例が多かった。

（２）稚魚飼育管理状況

これまでは発眼卵は検卵終了後に養魚池あるいは飼育兼用池に収容されていたが，本年度

は４ふ化場で「浮上槽」の使用が試みられ，一部の発眼卵が収容された。

全ふ化場とも卵及び仔稚魚の管理には十分な注意が払われていた。

（３）水質

水質はＤＯ，ＢＯＤ，ｐＨを測定したところ,各ふ化場とも県の基準値をほぼ満たしていた。

地下水を使用しているふ化場の飼育池では，排水のＤＯが5,1／‘を下回った所があり，ここ

では飼育尾数が過密であった。

（４）魚病

一部で原虫類の寄生による姥死が見られたのみで，例年に比べると魚病の発生は少なかっ

た。

3．来遊親魚調査

（１）年令組成等調査

本県における昭和６３年度のサケ親魚の河川内捕獲数は４１，４９３尾，沿岸漁痩数は30,106

尾であり，両者とも史上最高の尾数であった。総合計漁獲尾数は71,599尾(対前年比112.5

％）であった。

4．サケ品質改善推進調査

早月川における雌親魚総捕護尾数は１，９９２尾で，そのうち３６９尾がギンケ（ギンケ率１８．５

％）であった。これらのギンケ親魚３４８尾から採卵したが，うち１８尾は体内死卵で，３３０尾

から940千粒を採卵した。収容後の死卵数は１０８千粒でふ化尾数は833千尾で,ふ化率は88.6

％であった。

【調査結果登載印刷物】

なし
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表-1 富山県におけるサケ沿岸漁獲尾数
〈単位:尾〉

地区名 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年 62年 63年合計
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表－２富山県における河川潮上尾数
(単位：尾）

河川名５４年５５年５６年５７年５８年５９年６０年６１年６２年６３年合計

境川２３２１００１４４１２２１０３６２１０５３７３１０４１，３４５

笹川１７７６１２０７６６８１０２１２０２８１２７８１，１３８

小川1,436５８２３８３５４５８０９６６３6881,4001,9238,429

入川３８１０２１６７２２４２０５２０８４８７８３２４０１１８2,421

平曽川２６０００７３０７５１９４

庄助川０９４１０４１３６１７５１０５２６３４７３６４９９３２，０９２

黒部川3,1562,3602,0792,1693,2153,0074,0493,6553,9114,03131,632

片貝川７９４６７６２８４8762,6432,2762,0171,8341,49011,621

布施川６９２７５７３９５２３１６２４３１６１７１７６５２５３８０4,113

角川６２１４０１６１５２５２３１１２７６３５９７２

早月川１９７１４７７２１１９１，１０７6241,1362,9503,8774,11814,357

常願寺川５７８５１４２９３４３５６６０３５８３７２３９３８６８３４３４，８１４

神通川10,2486,1033,4407,1799,35310,27410,2187,4939,6787,05981,045

庄川10,4116,4683.4263,5007,2025,4456,9714,9777,57718,15474,131

小矢部川４５９３１９３１９２８８４０７１１０3211,7302,9223,36710,242

合計27,63116,92411,12915,21324,58024,08827,18925,92734,26741,493248,441
⑤

篭.爵4119]30,9071a8課27A933a96]470“4296245Ｊ0063"６７L59942a337
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２降海性マス類増殖調査

若林洋

【目的】

サクラマス稚魚を育成し，稚魚（０＋秋）とスモルト幼魚（１＋）の標識放流を行うとともに

飼育環境調査を行い，また，河川・沿岸域におけるサクラマスの生態，回帰親魚の漁獲実態を明

らかにして，高品質で高価値のサクラマス資源を造成・増大を図るための知見を集積する。

【調査項目】

さけ．ます増殖振興事業実施要項（水産庁振興課）に準じて，次の調査を実施した。

１．育成事業

富山漁協と庄川沿岸漁連に飼育管理業務を委託し，サクラマス稚魚を飼育して稚魚とスモル

ト幼魚を育成し，９月と２月にそれぞれヒレ切除による標識を施し，神通川及び庄川に放流し

た。

２．沿岸・河川調査

１）沿岸・河川水域環境調査

沿岸域及び神通川・庄川の水温等の調査を行った。

２）放流幼魚の追跡調査

定匿網漁業者，サヨリ曳き網漁業者に混獲されたサクラマス幼魚の採集を依頼し，標識放

流サクラマス幼魚の降海後の追跡調査を行った。

３．飼育環境調査

１）育成状況調査

サクラマス稚魚の飼育期間における成長，スモルト状況及び飼育水温の調査を行った。

２）魚病対策調査

サクラマス稚魚の飼育期間における魚病の発生を調査するとともに魚病が発生した場合に

は治療を施した。

４．回帰調査

・沿岸回帰親魚調査

富山湾沿岸域で漁獲された標識サクラマス（昭和６１年放流群）の再捕尾数を調査した。

・河川回帰親魚調査

神通川に回帰した標識サクラマス（同上）の再捕尾数を調査した。

【調査結果の概要】

１．育成事業

１）神通川（そ上系）
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神通川で採捕されたサクラマス親魚から採卵・ふ化した稚魚１５万尾を富山漁協神翻川さ

け．ますふ化場で飼育し，このうち５万７千尾（０＋秋）を９月に，５万３千尾（１＋スモル

ト）を翌年２月に，それぞれ標識を施して神通川に放流した（表－１）。

2）庄川（そ上系）

神通川で採捕されたサクラマス親魚から採卵・ふ化した稚魚８万尾を庄川沿岸漁連庄川養

魚場で飼育し，２月に放流する予定で4万５千尾に標識を施したが，細菌性腎臓病（ＢＫＤ）

の感染が認められたため放流を中止し，幼魚すべてを焼却処分した（表－１）。

庄川（池産系）

岐阜水試で継代飼育されている池産系サクラマスから採卵・ふ化した稚魚３万尾を同じく

庄川養魚場で飼育し，２月に2万6千尾に標識を施した後，庄川に放流した（表－１）。

表－１神通川さけ．ま式3化場及び庄川養魚場におけるサクラマス育成事麺浩果(昭和63年度）

ふ化場 系
飼育開始
時尾数
（千尾）

神通川

さけ．ます
ふ化場

150＊l
そ上系

５４＊３

池産系３０＊１
庄川養魚場

そ上系８０＊３

生残尾数

（千尾）

生残率

（％）

放流

河川

放流尾数

（千尾）
標識

120＊２８００＊２神通川５７左胸ヒレ切除

53＊498.1＊４神通川５３脂ヒレ及び左胸ヒレ切除

２６*6驚舞庄川26順ﾋﾚ及び背ﾋﾚ切除
45＊７５６３＊７ －脂ヒレ及び背ヒレ切除

＊１：４月飼育開始暁＊２：９月放流暁＊３：９月飼育開始暁＊４：２月放流賎
＊５：４月飼育開始時から２月放流時までｂ＊６：３月放流暁＊７：３月飼育終了時

2．沿岸・河川調査

１）沿岸・河川水域環境調査

富山湾沿岸域におけるサクラマス漁獲期の水温及び塩分は，それぞれ，１０℃～１６℃，

２５．３～３３．４脇の範囲にあった。

神通川中流域付近の周年水温は，３℃台～２０℃台の範囲にあった。また，庄川中流域付近

の周年水温は３℃台～２６℃台であった。

２）放流幼魚の追跡調査（昭和６２年度放流群）

サクラマス幼魚（無標識）が，神通川河口付近の定置網で採捕されるのは，３月上旬から

５月上旬であった。標識放流魚は，富山湾内で３月下旬から５月上旬に各放流群（神通川０＋

秋，神通川’＋スモルト，庄川’＋スモルト）ともに再捕され，降海が確認された（図一’）。
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3７．
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富山湾

★

緑
。

★

● －閑部川

、
●神通川放漉（０.）

ｏ神通川放流（１+）

★庄川放流（１.）

図－１富山湾におけるサクラマス降海幼魚の再捕状況

、

3．飼育環境調査

１）育成状況調査

神通川さけ．ますふ化場では，飼育水は湧水と河川水を混合して用い，飼育池の水温は，

６．９℃～１９．３℃でb注水畠は約40ｏｚ/分であった。庄川養魚場では，春から秋には井戸水を，

秋以降は井戸水と河川水を混合して用いており，飼育池の水温は8.8℃～１５．２℃の範囲に，

注水量は約２５ｏｚ/分であった。

飼育魚の成長の状況は，表－２のとおりであった。

２）魚病対策調査

神通川さけ。ますふ化場では飼育期間に，細菌性エラ病，せつそう病及びＩＰＮが,庄川養

魚場では，同じく細菌性エラ病，せつそう病，ＩＰＮ及び細菌性腎臓病（ＢＫＤ）の発生が，

それぞれ確認された（表－３）。
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表－２サクラマス飼育魚の尾叉長・体重の測定結果（昭和63年度）

飼育開始時 飼育終了時

ふ化場系平均尾叉長平均体重平均尾叉長平均体重
（”）（９）（”）（'）

傭 考

3.8＊１

鷲圃Ｗ童鳶そ上系 9.5＊２

庄川養魚場池産系４２＊ｌ
そ上系4.5＊１

0.6

8.4

0.9

13

9.5＊2

13.0

12.3

13.5

８４

２４．６

９月放流（０＋）

２月放流（１＋）

19.53月放流（１＋）

26.7ＢＫＤ発生群，焼却処分

表－３神通川さけ．ますふ化場及び庄川養魚場における

サクラマス飼育期間の魚病の発生状況

魚病名発生期間

神通川さけ．ます細菌性エラ病４月上旬
参化場瀞そう病}５月下旬-6月中旬

細菌性エラ病４月下旬

庄川養魚場瀞そう病卜６月上旬~８月上旬
細菌性腎臓病１月下旬～

へぃ死

尾数（千尾）

２

２６

２

１０

治療等対策

食塩水による薬浴

オキソリン酸の経口投与

食塩水による薬浴

スルファモノメトキシン及び
オキソリン酸の経口投与

焼却処分

4．回帰調査

１）沿岸回帰親魚調査

神通川河口付近の定置網で漁獲されたサクラマスを調査した結果，４６３尾のうち，１尾が

昭和６１年度に神通川に放流したサクラマス標識魚であった。

２）河川回帰親魚調査

神通川で漁獲されたサクラマス１９２尾を調査したが，昭和６１年度に神通川に放流したサク

ラーマス標識魚は発見されなかった。しかし，採卵のために捕獲したサクラマス親魚276尾の

うち７尾は同標識魚であった（表－４）。

表－４神通川で捕獲されたサクラマス親魚の測定結果（Ｓ63.10～１１）

体重(k9）卵重(の（雌の承）

性別調瀞諒雲蓑美竺命扇跡二厭一禰燈小~最大平均 備考
９

８

標識魚

20241.0～７３．０

３２４５．０～６７．０

７５４．０～６１．０

60.6

57.3

0.8～５．３

０．７～４．０

56.9１．７～２．７

【調査結果登載印刷物等】なし
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0.0～1000.0518.0標識魚５尾を含む

標識魚２尾を含む一

２．７０．０～1000.0518.0

２．０

２．１３５０．０～７００．０５４０．０ ，



3．放流技術開発事業

◎宮崎統五・高松賢二郎・武野泰之・若林洋・藤田大介・若林信一

【目的】

ヒラメの栽培漁業を効率的に推進するための腎料を得ることを目的として，前年度に放流した

ヒラメの漁獲状況を調査するとともに，アリザリンコンプレキソン（ＡＬＣ）によるヒラメの標

識方法の検討を行い，異なるサイズのＡＬＣ標識魚を放流し，桁曳網等により継続的に追跡調査

を実施することによって，放流時のサイズの違いによるその後の生残状況の差を明らかにする。

さらに放流前後の放流海域の水質環境餌料生物及び食害魚を明らかにする。

【方法】

１．昭和６２年度放流魚の漁護状況調査

前年度に放流したラテックス標識ヒラメ３群（全長６８．３士６．９，１，１８，００５尾，緑色ラテッ

クス・全長７５．０±6.8”，13.546尾，青色ラテックス・全長99.1士10.0”，18,962尾，赤

色ラテックス）の漁獲状況を，昭和６２年９月から昭和６３年９月までの間，魚津市経田市場で

調べた｡併せてラテックス標識魚を’'ケ月間池中飼育し，肉眼で標識を視認できる割合を調べた。

２．アリザリンコンプレキソン（ＡＬＣ）による耳石染色法の検討

（１）ＡＬＣ溶液に浸潰する時の収容密度の検討：ＡＬＣ２５０”を海水2.5'に溶解した飼育水(Ａ

ＬＣ濃度１００脚）に平均体重0.519のヒラメ稚魚を２０，４０，８０及び１６０１体重／500,2

の密度で収容し，通気しながら２４時間浸演した。その後生残率及び耳石の染色状況(落射式

蚤光顕微鏡を用い，３６５，ｍで励起し，５１５，ｍで吸収）を対照区(同じ密度で海水中に収容）

のヒラメと比較した。なお,水温を一定とするために,全ての実験は20℃の恒温室内で実施した。

（２）ＡＬＣ溶液の使用回数に関する検討：ＡＬＣ５０”及び２５”をそれぞれ海水５００，２に溶解

して平均体重０．５１１のヒラメ稚魚７０～８０尾を収容した。通気しながら２４時間浸漬した後

に全供試魚を取り上げ，次いで新たに用意した供試魚７０～８０尾を同じ溶液に収容して２回

目の浸潰を２４時間実施した。その後解剖して耳石を摘出し，落射式蛋光顕微鏡で観察した。

３．６３年度放流魚の追跡調査

（１）放流海域環境調査：昭和６３年４月から９月までの各月１回，黒部市大島地先の海域の水

深２０，１０，５及び３，線に沿って，水質環境，餌料生物及び食害魚の調査を実施した｡水

質環境についてはKent-EIL5005型のＳＴメーターを用い，底層の水温及び塩分を測定し，

餌料生物は幅１ｍのソリネットを用い，約４００ｍの距離を約６分間かけて曳網して採集した。

食害魚調査は曳網を用い，餌料生物調査と同じ場所を，それぞれの水深別に200ｍずつ曳網

して実施した。その後体長及び口器の形状によりヒラメ稚魚を捕食する可能性があると推測

された魚種を開腹して胃内容物を調ぺた。
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(2)放流魚追跡調査：放流に用いたヒラメは平均全長の異なる２群で，１群は（社）日本栽培

協会小浜事業場で生産され，６３年６月以降は富山県水産試験場で育成したヒラメであり,有眼

側体色異常魚を含まない全長５８”から７６”平均６３．９”の約２２，０００尾であった(以下大型

放流群と呼ぶ）。他の’群は富山県栽培漁業センターで生産・育成され，有眼側体色異常魚

を含まない全長４０mmから５６”（平均５１．０”）の約４９，０００尾であった（以下小型放流群と

呼ぶ）。大型放流群は約４週間の間をあけて２回の５０N､ＡＬＣ溶液浸漬処理を行うことによ

って，耳石に２つのＡＬＣ沈着環が現れるように標識し，小型放流群には，１回のＡＬＣ浸

漬処理を行うことによって１つの沈着環が現れるように標識した。

昭和６３年７月２６日に放流魚を場内の飼育池から調査船の水槽に積み替え，黒部市大島地

先の水深５ｍの放流地点に輸送し，直径３０cmのフレキシブルホースを海底まで延ばして放流し

た。その後１，２，３，４，７，１０，１５，２１，２５，３０及び５６日後に桁曳網,地曳網及

び投網を用いて追跡調査を行った。採集した試料は氷冷して実験室に持ち帰り，全長を測定

した後解剖し，耳石の蟹光顕微鏡観察及び胃内容物の検査を行った。

【結果の概要】

１．昭和６２年度放流魚の漁獲状況調査

ラテックス標識ヒラメを池中飼育した場合，６ヶ月後の時点で標識が確認できたのは，小型

群で70.5％，大型群で９２．６％であった。また１１ケ月後では小型群で３５．７％，大型群で67.6

％であった。確認ができなかったヒラメを解剖したところ，筋肉層にラテックスが貯溜してい

た例が，小型群で４５尾，中３４尾，大型群で２１尾中１９尾に見られた｡その他は皮下にラテッ

クスは入っていたが，その絶対量が極めて少なかった。

再捕魚は全て赤色ラテックス標識の大型放流群であり，その全長は，最大25.0cm，最小

１４．９cmで平均19.2cmであり，約１年の間に全長で約１０cm成長したことが分かった。これに対

して，飼育下のヒラメは１１ヶ月間で約１２cmの成長がふられており，わずかではあるが天然水

域では成長が劣ることが示された。

ラテックス標識魚の再捕総数は２８尾で，主に７月下旬から８月下旬の間にゑられた｡池中飼

育実験による標識視認性の低下割合で補正すると，調査した市場では４１尾の標識魚が水揚げさ

れたと推定された。赤色ラテックス標識魚の放流数は19,069尾であったので，この時点まで

の再捕率は０．２２％と推定された。

２．アリザリンコンプレキソン（ＡＬＣ）による耳石染色法の検討

（１）ＡＬＣ溶液に浸漬する時の収容密度の検討：試験区の生残率は,収容密度が401体重／500

,2以下の場合には９４％以上と差は染られなかったが，８０１体重／5007,2では７０３％と低

下し，１６０１体重／５００，２では全ての供試魚が蝿死した。対照区も同様に収容密度が４０９

体重／５００，"‘以下ではほとんど姥死がみられなかったが，８０８体重／５００ｍ(’では

７３．１％の生残率となり，１６０９体重／５００'，､‘では全ての供試魚が莞死した。また，
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ＡＬＣ溶液で浸演したヒラメの耳石には全てＡＬＣの沈着がふられた（以下陽性と呼ぶ）。

（２）ＡＬＣ溶液の使用回数に関する検討：１回目の浸涜では５０”／1区及び１００”／１区しず

れの場合でも，検査した耳石は全て陽性であったが，第２回目の浸潰では，１００”／１区で

１１例中２例の承が陽性であり，５０”／１区では陽性は全く見られなかった。

以上の結果ワ平均体重０．５９のヒラメを４０９体重／５００，２の収容密度で５０”／必のＡ

ＬＣ溶液に浸漬した場合の標識コストは，ＡＬＣ１１当りの価格を１１，０００円とすると，１尾

当り約３．４４円であると計算された。ＡＬＣ標識法のコストの大部分は薬剤費であり，標識す

るための人件費がわずかである利点があるが，耳石を摘出して顕鏡する段階での繁雑さの他

外部から確認できないために市場調査で発見が不可能であることが最大の欠点である。従っ

てＡＬＣ標識法は調査目的を限定して使用すれば有効であるが,アンカータグ等の体外標識法

の代替としては不適当であると考えられる。．

３．６３年度放流魚の追跡調査

（１）放流海域環境調査

水質環境調査：水深２０ｍから５醜までの範囲､塩分は，調査期間を通じてほぼ３０．０以上と

安定していたが，最も沿岸よりの水深３ｍでは調査日によって変動が認められ２８．４から

３２．６の値を示した。４月には全ての調査地点の水温は１１℃台であったカミその後８月の２５℃

から２７℃台まで直線的に上昇し，９月にはやや低下して２４℃台になった。

食害魚調査：クロダイ３９尾，ベラ１１尾，ササウシノシタ３尾，コノシロ３３尾，マコガ

レイ２５尾，スズキ５尾，ボラ１６尾，ヒラメ１８尾，クロウシノシタ７尾，コチ６尾，ガン

ゾウピラメ６尾，タマガンゾウ５尾，ネズミゴチ１９尾，シロギス８３尾，アカカマス１５尾，

ダツ１５尾クサフグ４尾及びマルタ６０尾の胃内容物を検査した。これらの標本のうち，

ヒラメ稚魚の捕食が確認されたのはヒラメ３尾（全長２０２～２１８mm）で,タマガンゾウ１尾

（全長１６２”）が種不明の異体類を捕食していた。

餌料環境調査：アミ類の分布密度は，水深５，線で４月に１７．３個体／''f，５月に55.5個

体/１，fと高かったが，７月以降はいずれの水深においても１０個体／㎡以下に低下した。ヨコ

エピ類の分布密度は，５月に水深５，線で１６８個体/㎡と高かったが，８月及び９月では３２

個体/㎡以下であった｡魚類は５月と９月に多く採集され，最高4.0個体／,,fであり，マハゼ稚

魚とヒメジが多かった。

（２）放流魚追跡調査

放流魚の再捕状況：放流魚追跡調査で採集されたヒラメは１８２尾であった。これらのヒラ

メの耳石検査を行ったところ，大型放流群は48尾（２６．３％）及び小型放流群は５４尾（２９．７

％）が再捕さねその他の８０尾（４４．０％）は天然魚であった｡放流後４日間の日別再捕率(放

流数に対する１日当りの再捕数の割合）は大型放流群で０．０３％から0.05％，小型放流群で

０％から０，０３％であったが，７日以降は大型放流群で０％から０．０１８％，小型放流群で0％

から０．００８％であった。これら２群の日別再捕率の推移は下の数式で表されると考えられ，

－４７－



小型放流群の初期減耗は大型放流群のそれより高いことが示された。

大型放流群 logY= 0.0106 X-1.537 

小型放流群 logY= 0.0822 X・1.495
但し， Yは日間再捕率， Xは放流後の経過日数を表す。

胃内容物調査:再捕魚の胃内容物の検査結果では，アミ類のみを捕食していたのが8尾に

対して，ヨヨエピ類のみを捕食していた個体が 21尾と多<，ヒラメは生息域の餌料環境に応

じた摂餌を行っていることが示きれた。

以上のことを総合して放流適期及び放流適正サイズを推測すると，放流後の餌料を甲穀類

に依存する全長70mm以下の種苗を放流する場合であれば 5月下旬から6月中旬の聞に放流

することが効果的であり，食害による減耗をできるだけ瀞けるためには 40ft以上の種苗を放

流することが望ましいと思われた。また，餌料を魚類稚魚に依存するなら80211#1以上の種苗を

9月初旬以降に放流することが効果的であろうと思われた。

【調査結果登載印刷物】

昭和63年度放流技術開発事業報告書 日本海ブロッグヒラメ班，平成元年3月，富山県水産試

験場他9機関

4. 新栽培漁業対象種開発研究

高松賢二郎・宮崎統五・武野泰之・若林洋・藤田大介・ 0若林信一

ア クロダイ種苗生産

【目的】

クロダイ種苗の量産化を図るため基礎試験を行うとともに，クロダイの漁獲実態を明らかにす

るo

【材料と方法】

1. 種苗生産

石川県増殖試験場よりクロダイ受精卵 10万粒を入手し， 1211i ( 2.0m x 4.0m x 1. 5m) コ

ンクリート水槽内に設置したふ化飼育水槽(1mパγライト水槽，水容積o.911i) 2槽にそれぞ

れ5万粒ずつ分けて収容した。

ふ化後20日聞は止水とし，その後流水とした。

餌料はワムシ，アルテミア及びクルマエピ用またはヒラメ用配合飼料を用いた。

給餌時のワムシの密度は 5個/mtを目標としたが，アルテミアについては入手可能量とした。
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なお，ワムシ及びアルテミ 7.1， (財)富山県沿岸漁業振興公社栽培漁業セYターから供与を

受けた。

2. 親魚養成

前年度に引き続き，クロダイ親魚の養成を行った。

飼育は3.611iコンクリート水槽(1.5mx 4.0m x 0.6m)に10尾， 14.417iヨンクリート水槽

(楕円形 18m'x0.8m， メジナ，イシダイ等と混養〉に23尾収容して行った。昭和63年10

月27日に，北陸電力株式会社温排水利用水産研究センターよりグロダイ 20尾を入手し，6.411i

コ・ンクリート水槽(2.0m x 4.0m x 0.8m )に収容し，飼育した。その後， 11月30日にこれ

らの親魚のすべてを上記6.411i水槽に収容し飼育を継続した。

餌料としてはイカナゴまたはオキアミを用いた。

3. 種苗放流

種苗生産したクロダイ稚魚は11月末まて旬育を継続して，一部に記号「と」及び番号入り35

m赤色アンカータグを装着し，昭和63年 11月28日に魚津市地先に放流した。放流尾数は標

識魚91尾，無標識魚 274尾，計365尾であった。

追跡は再捕報告によった。

4. 漁獲実態調査

水産試験場が収集した昭和40年 1月から昭和62年 12月までの富山湾沿岸におけるクロダ

イの漁獲量を，年次別，地区別，漁法別，月別に整理し，富山湾におけるクロダイの漁獲実態

について明らかにした。

【結果の概要】

1.種苗生産

種苗生産の結果を表ー 1に示Lた。

表-1 種苗生産結果

収容 ふ化 取り上げ

日月

水
糟
番
号

#11 敏密度
月日

(x l03 偲~)6<1&1偲/Ttf)

ふ化$ふ化 密度 全長
仔j¥敏

(*) (xio3尾)(xl03尾/め(ma)

受精卵
ふ化後尾敏密度からの会長体2

月日 飼育日数rS)- (尾〉得/官i)生残串 (叫 (瑚
〈的

叩

ω一
即

日

一
m
w
上
一

明
同
一

1

2

一計

55.6 6月1日 65.6 32..8 

5.6 向上 92.6 4S.3 

55.6 79.1 79.1 

36.4 2A 月17日

目.4 2.5 向上

48..8 

46 39s 439 14.4ω 
1.79 

46 1.~2 1，547 12.8 24 

46 1.787 1，986. 1.79 

* 石川県増殖試験場より入手

水槽 1のふ化率は65.6%，水槽2のそれは92.6%で平均ふ化率は 79.1.96，ふ化魚の全長は

水槽 1では2.40及び水槽 2では2.5仰であった。生産尾数は 14.4mmサイズ395尾， 12.80 

サイズ 1，392尾であった。受精卵からの生残率は1.79%であった。

餌料の種類と給餌期間及び給餌量を図-1及び衰ー 2に示した。
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ふ化開始 取り上げ
0日 10日 20日 却日 却日 46日

' . ' ' 
γオ Zズツボワムシ

ZJ..レテSア

配合飼料

←~ 

図-1 餌料の種類と給餌期間

表-2 給 餌 畳

ワ ム シ アルテミア 配合飼料

水槽 期後間日 回数
(給x1餌()4量個) (ふ期化後間日) 日(日数) (x給10餌4個量〉 期後間日 日(日数〉 給餌量番号 (ふ化 ) (日〉 (ふ化 〉

1 4 -37 34 8.184 31 -41 11 746 42 -45 4 若干量

2 4 -37 34 8.024 31 -41 11 746 42 -45 4 向上

ワムシをふ化後4日目から37日固まで34日間，アルテミアをふ化後31日目から 41日目ま

での 11日間，配合飼料をふ化後42日目から 45日目までの4日関与えた。

総給餌量は，ワムシが 16.208万個，アルテミアが1，492万個であった。配合飼料は若干量

を与えた。

1回当たりの給餌量は，ワムシが477万個，アルテミアが 136万個であった。

給餌時の餌料の平均得度は，ワムシが5.3個/mt，アルテミアが1.5個/祝ιであった。
飼育水温は図ー 2のとおりであった。

包圃

1~' 

℃ 

20 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• • 全叩

水 1. .-・・.・・

長

温，。
s 

-. . . 

。y， ーヲら う~o %0 Vto 

図-2 飼育水温の変化(水槽番号 1) 

。。 10 20 30 40 00 

飼育回数

図-3 クロダイ稚魚の成長〈水槽番号 1) 
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クロダイ(水槽番号 1)の成長状況を図-3に示した。ワムシ投与期間中(ふ化後31-41 

日〉は，アルテミアを投与した後の成長に比べて成長は良くなかったo この原因はワムシの投

与回数が 1日1回のため餌料不足となったことが考えられた。

親魚の育成

温排水利用水産研究センターから入手した20尾は昭和63年 10月27自民水産試験場て旬

育にいた 22尾は 11月30日に魚体測定を行い， 6.4m水槽にまとめて収容した。 測定結果は

表一 3のとおりであった。

へい死魚は昭和63年6月9日に1尾みられた。へい死魚のえらには多数の吸虫類が認めら

れたが，これがへい死の原因であるかどうかは明らかでなかったo

飼育水温は図-4のとおりであった。

2. 

. . . . . . . . . ・.・. 

• • • • • 
-. . 

. . 

fむ}
25・

20 

ホ

昆

。113・
411 

図-4

〈昭和63年4月1日から平成元年3月31固までの旬平均
水温)

種苗放流

図ー 5及び6に放流した種苗 365尾の尾文長及び体重

の組成を示した。放流した種苗の尾叉長及び体重の平均

は各々 8.9cm， 17 SJであった。ふ化から 6ヶ月間でクロ

ダイは尾文長で最大 15cm，体重で最大60SJの成長を示

した。平成元年度3月31日までに，放流種苗の再捕報告

はなかった。
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図－６放流したクロダイの体重組成

５６７８９１８１１１２１３１４１５

尾又長（ｃ、）

図－５放流したクロダイの尾叉長組成

4．漁痩実態調査

調査の結果を図－７～９に示した。

富山湾におけるクロダイの漁護量

は最近１０カ年では，昭和５２年を除

き，毎年３０tから５０ｔの漁痩となっ

ている。このうち漁船漁業による漁

獲は１ｔに達することはなく，漁獲

の大部分は定置網によるものであっ

た（図－７及び図－８）。地区別に

昭和４０年から６２年までの漁痩量をゑ

ると，特に氷見地区での漁獲が多い

ことがわかる（図－９）。

これらのことから，富山湾におい

てクロダイは，５月上旬から６月上

旬にかけて氷見地区の定置網に集中

的に漁獲されるといえる。

【調査結果登載印刷物等】なし

－５２－

漁
獲
凪

1胤柵
ＳＡＯ４２“４８４８５０５２５４５６６８６０６２

図－７宮山湾にｵ劃するクロダイの漁獲量（定腫網漁業）
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黒部経田魚津水橋岩瀬四方新湊氷見

図－９クロダイの地区別漁獲量（昭和４０年から
６２年までの定置網漁獲量の合計）

漁
狸
量 Ｓ５４“５６５７５８５９６０６１６２

図－８富山湾におけるクロダイの漁獲量(漁船漁業）



イトヤマエビ種苗生産技術導入試験

【目的】

（社）日本栽培漁業協会若狭湾事業場小浜施設からトヤマエピ種苗の供給を受けて放流し,トヤ

マエピの生物学的，資源学的知見を収集し，トヤマエピ放流技術の開発に関する知見を得る。

【材料と方法】

１．飼育試験

（社）日本栽培漁業協会若狭湾事業場小浜施設で生産されたトヤマエピを，昭和６３年５月１９

日に水産試験場屋内ＦＲＰ水槽（２㎡）２面に，それぞれ3.000尾を収容し，アクアトロン装

置で約１０℃に調温した海水を給水し，同年１２月８日まで204日間飼育を行った｡ただし，投

餌は１２月６日までとした。

種苗の大きさは，平均全長１９．３麺（１４．６～３２．６”）であった。

飼育開始時の稚エビの収容密度は，２．１千尾／㎡とした。

餌料は冷凍オキアミを使用し，１－２日に１回，１水槽に４５－１５０１を投与した。

換水率は0.6-0.7回転／日とした。

２．種苗の放流

（１）放流年月日

昭和６３年５月１９日に親エビ，１才エビ及び当才エビを放流し，昭和６３年１２月１２日に

中間育成した当才エビを放流した。

（２）放流場所（図－１）

親エビ３６－４７－４２Ｎ，１３７－１７－２６Ｅ

（浜黒崎沖2.0マイル，水深１５２ｍ）

１才エビ及び当才エビ３６－４５－８９Ｎ，１３７－１９－２２Ｅ

（上市川沖0.7-マイル，水深１１０ｍ）

当才エビ（中間育成エビ）３６－４６－０１Ｎ，１３７－１９－１０Ｅ

（上市川沖０．７マイル，水深１２６ｍ）

（３）放流したエビのサイズ，尾数及び標識

親エビリポンタグ（赤）標識平均体長１０４．９”（８４．０～１２４．０”）275尾

１才エビリポンタグ（緑）標識平均全長８６．５”（７４．０～９５．０”）８５尾

当才エビ平均全長19.3”（14.6～３２．６”）51,600尾
（無標識）

当才エビ（中間育成エビ）

リポンタグ（桃).標識平均全長５０．６”（３５．１～７２．０”）及び４３．１”

（３１．１～64.0”)計１，１５５尾（うち標識放流

７８６尾）
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図－１トヤマエビ放流地点

(4)放流の方法

放流龍に種苗を入れて海底まで下げ，底蓋を開放して行った。

【試験結果の概要】

１．中間育成

中間育成の結果を表－１に示した。

水槽
番号

表－１中間育成結果

収容 取り．上げ

尾数全長尾数全長体重飼育日数
（尾）（”）（尾）（”）（９）（日）

生残率

（％）

１３．０００ 658 204２１．９

２３．０００

１９．３

(14.6-32.6）

同上 797

５０．６

（35.1-72.0）

４３．１

（31.1-64.0）

１．０１３

(0.315-2.701）

０．６４３

(0.247-1.941）

204２６．６

飼育水槽別の生産尾数及び大きさは，水槽番号１は658尾，平均全長５０．６”（３５．１～72.0

”），平均体重1．０１３，（０．３１５～２．７０１９），水槽番号２は７９７尾平均全長43.1”（３１．１～

64.0”），平均体重０．６４３'（０．２４７～１．９４１１）であった。

生残率は各々２１．９％と２６．６％であった。生残率の低下の原因は共食いとアクアトロン装

置の故障による飼育水温の上昇であった。特にアクアトロン装置の故障時にへい死が目立っ

たが，体の損傷が激しく，へい死尾数は確認できなかった。

－５４－



飼育期間中の総投餌料は，各水槽とも 10.2kgであった。

飼育期間中の飼育水温の変化は図ー 2のとおりであった。

7月22日及び 8月11日にアタアトロン装置が故障したが， 7月22日には水温は約 10

稚ェピの成長を図-3に示した。

飼育開始時に平均全長 19.0鵬であった稚ェピは，アクアトロンが故障した頃に両調書とも

成長不良となった。また，雨水槽とも，飼育期聞が長くなるに従い成長の個体差が大きくな

℃から 18.6'cまで上昇した。
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標識装着ェピの再捕状況2. 

その概要は表ー 2のとおりであった。平成元年3月31日までの再捕は2尾可

放流トヤマエピの再捕状況表-2

再捕時の大きさ

全長体長頭胸甲長
ω1) (c司 令官。

所場輔
後
数
l

t
日

l
一

山
一
一
回
れ
い

考備体毘
(9-) 

識器再捕漁具番号再捕年月日

放流鮮の平均

体長10.5cm不明不明不明赤色リポYタグ不明=ピ笛不明加
降雨@年

12月12日

上同22.3 3.0 11.5 15.6 赤色リボYタグ明不不明Z15 
平成元洋
3月9日2 

-5 5-

【調査結果登載印刷物等】

なし



ウ海面増養殖技術指導

昭和６３年度に行った増養殖技術指導は，下表のとおりであった。

項目

ワカメ養殖

技術指導

昭和６３年度増養殖技術指導の概要

年月日対象機関

６３年４月２８日

６３年１１月５日

氷見漁協

同上

内容

採苗指導

沖出し指導

クルマエビ

増殖技術指導６３年７月１１日朝日町中間育成技術指導
マダイ６３年４月２１日魚津漁協養殖指導

5．温排水利用養魚技術試験

若林信一

【目的】

富山新港火力発電所から排出される温排水の有効利用を図るため，タイ類，ヒラメ等の親魚養

成及びクルマエビ中間育成について，北陸電力㈱及び富山共同火力㈱と共同研究を行った。

【方法】

第１５回温排水利用委員会（昭和６３年６月１５日）で承認された研究計画に基づき，富山新港

火力発電所内の温排水利用水産研究センターにおいて飼育試験を実施した。

[試験結果の概要】

１．温排水飼育池水温

主な飼育池の飼育期間中の平均水温は，４月18.0℃’５月21.1℃｝６月23.0℃，７月24.9℃，

８月25.6℃，９月25.8℃，１０月23.2℃，１１月22.2℃；１２月20.8℃，１月20.8℃，２月19.2℃，

３月18.0℃であった。取水平均水温との差は0.0～7.9℃の範囲にあった。

２．育成試験結果

（１）クルマエビ中間育成

６３年８月５日に県栽培漁業センターより平均全長（以下全長）１８…平均体重（以下体

重）６２”のクルマエビ稚仔１８，０００尾を受け入れ，８月２２日までの１７日間中間育成し

た結果，生残尾数は１１，０００尾（全長３５ｍｍ，体重３１５”）で，生残率は，６１．１％であっ

た。これを堀岡地先に全数放流した。

－５６－



(2)マダイ親魚養成試験

１１年魚２０尾（全長６２”，体重４，５００９）を６３年３月から同年９月まで飼育した結

果，全長６５”，体重４，６００１となった。生残率は，８５．０％であった。８年魚について

は１７尾（全長５６CTI，体重３，３００９)を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果，全長６０

”，体重３，７００９となり，生残率は，１００％であった。４年魚２６尾（全長４３cm，体重

１，５００９）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果全長４７cm２，体重２‘､５００９に成長

し，生残率は９６．２％であった。３年魚２０尾（全長４０”，体重１，２７０９）を６３年３月

から翌年３月まで飼育した結果，全長４５cm，体重１，８００９まで成長した。２年魚１０２尾

（全長３８．２“，体重１，０５０３）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果，全長４１．０

cwz，体重１，４００９まで成長した。２年魚，３年魚とも生残率は１００％であった。１年魚

１３２尾（全長２１cm，体重１７５９）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果，３８．５ｃｍ

１，０８０９まで成長した。生残率は８４．１％であった。０年魚については６３年７月２２日に

県栽培漁業センターより３００尾（全長3.5cm，体重0.869）を受け入れ，翌年３月２３日ま

で飼育した結果，全長２１．９”，体重２００９まで成長した。生残率は６５．０％であった。

育成したマダイ親魚を用いて採卵を行い，４月１４日から６月２日までに受精卵総数5,386

万粒を得た。受精卵数は前年度の１０８．３％であった。

(3)ヒラメ養成試験

２年魚７９尾（全長４６．０cm，体重１，２８０９）を６３年３月から同年９月まで飼育した結

果，全長４９.Ocwl,体重１，６００９まで成長した。生残率は１００％であった。１年魚１５８尾

（全長３１．６”,体重４６０３）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果，全長４５．０cm２，

体重１，２００３まで成長した。生残率は９８．１％であった。０年魚２４３尾（全長5.5c恥体重

１．８９）を６３年７月から翌年３月まで飼育した結果，全長３３．１cm,体重５１０９まで成長し

た。生残率は８３．０％であった。

(4)クロダイ養成試験

６年魚１０尾（全長４５．０cm2,体重１，７３０９）を６３年３月から同年９月まで飼育した結果，

全長４５．５cm,体重１，７５０９となり，生残率は９０．０％であった。また，２年魚６０尾(全長

２８．０cm,伸重６００９）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果，全長３７．０”，体重

１，１００９まで成長した。へい死はふられなかった。

(5)イシダイ養成試験

８年魚３０尾（全長４６”，体重１，７００９）と６年魚１０尾（全長４０．５cm，体重１，３００９）

を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果，８年魚は，全長４７”,体重１，８００９，６年魚

は，全長４３．０”，体重１，４３０９となった。へい死はふられなかった。

(6)ブリ養成試験

２年魚１０尾（全長５９．０cm，体重２，８００９）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果

全長７１．０cm，体重５，１００９まで成長した。生残率は１００％であった。１年魚１４４尾（全

長４０c"２，体重９５０９）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果,全長62c凪体重3,200

－５７－



９まで成長した。生残率は９９．３％であった。

１年魚１３０尾（全長３８cWZ，体重７００９）を６３年１０月から翌年３月まで飼育した結果，

全長４１”，体重１，１００９まで成長した。生残率は９８．５％であった。

(7)アワビ及びサザエ養成試験

アワビ７年貝５０個（平均殻長（以下殻長）１０．２cwz，体重１４０９）を６３年３月から翌年

３月まで飼育した結果，殻長１０．４”,体重１４８９まで成長し，へい死はみられなかった。

また，サザエ４年貝１９８個（平均殻高（以下殻高）６．８cm２，体重８１９）を６３年３月から

翌年３月まで飼育した結果，殻高7.2cm,体重１１０９まで成長した。生残率は９１．４％であっ

た。２年貝２００個（殻高2.6”，体重３．５９）を６３年３月から翌年３月まで飼育した結果，

殻高6.0“，体重５４．０９まで成長した。へい死はみられなかった。

なお，アワビの産卵誘発試験準備中に自然産卵が象られ，本年度は産卵誘発試験を実施す

るに至らなかった。

[調査結果登載印刷物等】

第１６回温排水利用委員会会議資料昭和６３年度富山新港火力発電所温排水利用による魚介

類の増養殖研究報告書１９８９年6月北陸電力株式会社温排水利用水産研究センター

6．滑川市地先造成漁場等調査

◎藤田大介・若林洋

【目的】

滑川市からの委託により，滑川市地先の人工魚礁，アワビ増殖場及びテングサ投石漁場の造成

効果を調べ，今後の効率的な増殖手法及び効果判定手法の開発のための参考資料とする。

【方法】

１．人工魚礁調査

昭和６３年４月１８日，４月２７日，７月２８日，１１月４日，平成元年３月９日に，高塚地

先の水深30,,,付近に設置されている並型人工魚礁群（昭和５４～５６年設置）でスキューバ潜

水を行い，目視観察，水中写真録影及び水中カラーテレビ（ビデオ録画）によって魚類のい集

状況を調べた。

２．アワビ増殖場調査

昭和６３年５月３１日に，坪川新地先の水深８～９潮に造成されているアワビ幼貝保育場(昭

和５６年造成）でスキューバ潜水を行い，目視観察及び水中写真撮影によって放流稚貝と害敵生

物の生息状況。餌料海藻の繁茂状況及び施設の現況を調べた。

－５８－



3．テングサ投石漁場調査

昭和６３年６月３０日に，中川原地先の水深５～6,,,に造成されているテング:ｻ.投石漁場(昭

和６２年９月造成)及び周辺にある従来の漁場でスキューバ潜水を行い，目視観察，水中写真撮

影，方形枠（０．２５㎡）を用いた坪刈りを行ったほか，一部転石を引き揚げて，テングサの生育

状況を調べた。

【調査結果及び考察】

１．人工魚礁調査

（１）魚群分布

調査を行った並型人工魚礁群にはジャングルジム魚礁と電柱魚礁があるのでｂ確認した魚

群の種類と分布状態を魚礁の種類ごとに表－１に示した。年間を通じてメバルが優占してお

り，いわゆる底魚は電柱魚礁に多く見られる傾向があった。また，魚礁周辺の底層にはコチ

類の群れが認められた。今回観察された魚類の分布は柿元・大久保（１９８５）の取りまとめ

た結果（表－２）ともよく一致した。

表－１確認できた魚群の種類と分布状態

調査日／魚礁の種類 ジャングルジム魚礁 電柱魚礁

メバル（魚礁内・直上を群泳，ＣＣ）メバル（魚礁直上を群泳，Ｃ）
４月２７日

アイナメ（魚礁上に定着，Ｒ）

７月２８日

メバル（魚礁直上を群泳，
１１月４日

マアジ（魚礁上方を群泳，

ＣＣ）

ＣＣ）

ﾒバル（魚礁内を群泳，ＣＣ）

３月９日

ウマズラハギ(魚礁上に定着，Ｒ）

メバル（魚礁直上を群泳，ＣＣ）

イシダイ（魚礁直上を遊泳，Ｒ）

メバル（魚礁直上を遊泳，Ｒ）

アイナメ（魚礁上に定着，Ｒ）

カジカ（魚礁上に定着，Ｒ）

４月１８日は魚礁位置の確認及び水中テレビの試験の承実施した。

（注）Ｒ：１～５尾，＋：６～１０尾,Ｃ：１１～30尾ｊＣＣ：３１～１００尾，

ＣＣＣ：１０１尾以上。

表－２人工魚礁における分布の様式

分布

表中層分布

中底層分布

底層分布

潜入分布

周辺底層分布

魚 種

マアジ

メバル，イシダイ，ウマズラハギ

クロソイなど（今回該当種なし）

アイナメ，カジカ

コチ＊

柿元・大久保（１９８５）新潟県沿岸域における人工魚礁の総合的

研究と事業新潟県水産試験場から抜粋（＊を除く）。
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(2)施設の現況

いずれの調査日にも魚礁の埋没や移動は見られなかった。また，７月２８日にジャングルジ

ム魚礁の付着生物を採集したところ，ホヤ，カキ，管棲ゴカイ類コケムシ，無節サンゴモ

を確認した。

(3)水中カラーテレビ（ビデオ録画）

今回，はじめて水中カラーテレビを操作して魚礁の観察を試承，ビデオ録画を行った。観

察できた主な項目は表－３に示した通りである。水中カラーテレビのビークル部は船上から

吊して操作するため，海底の探査は容易であったが，表層，魚礁近傍，捨網の周辺では移動

や固定が困難であった。また，目視観察や水中写真撮影では認めにくい生態を動的にとらえ

られる利点がある反面，正確な種の同定や精査は困難であった。

表－３水中カラーテレビで観察された事項

調査日 観察された事項

４月１８日砂泥海底のナマコ，カニ（砂中からの這い出し），コチの遊泳など

４月２７日砂泥海底のナマコ，海藻の生育と流れ藻，遊泳魚群，魚礁，ロープなど

１１月４日 コチ類の群れ，捨網，魚群，ヤドカリの歩行，カニ(転石下への逃避)など

７月２８日は濁りのため，３月９日は低水温下の作業短縮のために実施しなかった。

2．アワビ増殖場調査

（１）アワビ・サザエ・害敵生物の生息状況

アワビ成貝は発見できなかったが，サザエはフトンカゴ及び転石上に散在していた。アワ

ビ，サザエの害敵と考えられる生物としてイトマキヒトデ，カニ類，キュウセンの生息を確

認した。そのほか，害敵であるかどうかは不明であるが，増殖場の上方にはスズメダイ，メ

バルなども群泳していた。

(2)海藻の生育状況

全般的に海藻は生育していたが，特にフトンカゴでは鉄網の部分にサザエの好餌料と考えられ

れているマクサなどが多く見られた。

(3)テングサ投石漁場調査

新規造成漁場では既に従来の漁場と同様に言クサが優占種となっており，ほかにアナアオサ

やムチモなどが所女にパッチを形成していた。坪刈りによって従来の漁場と新規造成漁場のマ

クサの現存量及び藻体体高を比較した。その結果，従来漁場では2.3k9／㎡で３０cTz程度の藻

体が普通であったのに対して，新規造成漁場では1.2k9／㎡，５”以下の藻体しか見られず，

まだ従来漁場と同程度までには群落が発達していなかった。

【調査結果の報告】

調査完了後，調査結果をとりまとめ，滑川市商工水産課へ報告した。
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Ⅷ富山湾漁場環境調査

1．漁場環境保全対策事業

◎若林信一・若林．‐洋

【目的】

富山湾沿岸における定置漁場の水質環境の現況を把握し，汚濁監視のための資料とする。

【方法】～

１）定置漁場水質環境調査

（１）調査定点宮崎～宇波地先の定置漁場の２７定点と河川前の４定点，計３１定点(図－１)。

（２）調査方法各定置網の採水責任者が表層水を採水し，県漁連が試水を収集し，水試に搬

入後，水試が分析を行った。

(3)嘉幾：天気,風向,風力,波浪,ｳﾈﾘ,流向,採水鯛水温縦物及び漁獲
一量

．(4)分析項目〆ｐＨ，塩分，濁度，ＣＯＤ

（５）調査回数ユ２回（昭和６３年４月～平成元年３月,８月未調査・６月２日調査)(表－１）。

２）漁場環境保全水質調査

（１）調査定点図－２に示した１５点とした。

（２）調査回数調査実施年月日を表－２に示した。調査は，原則として毎月１回とした。

（３）調査方法調査船「はやつき」によハ表層水を採水し，水温の測定を行った。採水し

た試水は水試において，ｐＨ，濁度，塩分及びＣＯＤの分析に供した。

【調査結果の要約】

１）定置漁場水質環境調査

調査の結果を表－３に示した。

調査定点における表層水の分析項目別の最大値及び最小値は，それぞれｐＨ8.9（「鴻津一

番」他２点）と７．２（「小矢部川前」），塩分３４．０３（「高峰（沖）」）と０．２５（「小矢部

川前」），濁度２８．０噸／必（「田茂前」）と０．２噸/Ｚ（「高峰（沖）」他１点），ＣＯＤ

４．３”/Ｚ（「青塚三番」）と０．５噸え‘（「宮崎（沖）」他３点）であった。

調査項目ごとの平均値についてはｐＨは「小矢部川前」を除く３０定点で水産用水基準(7.8

～8.4）を満足していた。濁度は0.9～8.0”〃2,の範囲にあった前年度よりも高くなった定

点が多かったＣＯＤは海域の水質環境基準（２”／必以下）を越えたのは「小矢部川前」及び

「大門（沖）」の２定点であった。
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2）漁場環境保全水質調査

調査の結果を表－４に示した。

分析項目別の最大値及び最小値は，それぞれｐＨ８．９（Ｓｔ、５８）と８．１（Ｓｔ、５１及び

５８），塩分３４．２８（Ｓｔ､55）と10.10（Ｓｔ､５６)，濁度１０．４噸/‘（Ｓｔ､５９）と０．１ｊｍＩＩ/'(St，

５４），ＣＯＤ３．２ｶml／‘（Ｓｔ、５９）と0.5j噸/‘（Ｓｔ､５５）であった。

調査項目ごとの平均値については，ｐＨは，すべての定点で水産用水基準（7.8～8.4）を

満足していた。

濁度は1.0～3.5mR/Ｚの範囲にあった。

ＣＯＤは，すべての定点で海域の水質環境基準（２噸／Z,以下）を満足していた。

【調査結果登載印刷物等】

昭和６３年度漁場環境保全対策事業調査報告書平成元年６月富山県水産試験場

表－２漁場環境保全水質調査実施年月日表－１定置漁場水質環境調査実施年月日

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

－６４－

昭和６３年４月20,22日

昭和６３年５月６日

昭和６３年６月１日

昭和６３年７月１日

昭和６３年８月９日

昭和６３年９月６日

昭和６３年１０月７日

昭和６３年１１月１日

昭和６３年１２月１日

平成元年１月１０日

平成元年２月１日

平成元年３月１，２日

昭和６３年４月１１日

昭和６３年５月１０日

昭和６３年６月１０日

昭和６３年６月２７日

昭和６３年７月１１日

昭和６３年９月９日

昭和６３年１０月１２日

昭和６３年１１月１５日

昭和６３年１２月１４日

平成元年１月２０日

平成元年２月１４日

平成元年３月１０日

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第



表-3 昭和63年度 定置漁

調査 p H 塩 分
番号 調査定点名

回数 最高値 最低値 平均値 前年平均 最高値 最低値 前年最高

1 宮 崎〈沿) 10 8. 3 8.2 8. 3 8.2 33.64 23.84 33.14 

2 宮 崎(神) 10 8.4 8. 2 8.3 8.2 33.36 22.08 33.73 

3 JII 中(沿〉 5 8.4 8.2 8.3 8.3 33.08 17.23 32.88 

4 JII 中(沖) 5 8.3 8.2 8.3 8.3 33.15 17.31 32.91 

5 田 茂 前 5 8.3 8.2 8.3 8.3 31. 70 17.24 32.84 

6 黒部川前 5 8.3 8. 2 8. 2 8.2 32.32 18.11 28.26 

7 高 峯〈沿〉 7 8. 5 8.2 8.3 8.2 33.66 22.93 33.20 

8 高 峯(沖) 7 8. 3 8. 2 8.3 8.2 34.03 31. 55 33.92 

9 伊古場(0) 5 8.8 8. 2 8. 4 8.3 31.16 10.72 31. 05 

10 鴻津一番(o) 5 8.9 8. 2 8.4 8.3 31. 07 13.09 33.20 

11 沖住吉(0) 6 8.4 8. 2 8. 3 8. 2 33.19 14.63 33.50 

12 沖の網(0) 6 8.6 8. 2 8.3 8. 3 32.26 17.46 33.20 

1"3 天念坊(治〉 10 8.4 7.6 8. 1 8.2 32.90 0.69 25.43 

14 天念坊(沖) 10 8.8 8.1 8. 3 8.2 31. 84 13.57 33.17 

15 深 曳〈沿〉 9 8.9 8.2 8.4 8.3 33.93 12.98 33.71 

16 深 曳〈沖) 9 8.9 8. 2 8.4 8.3 33.57 14.40 33.42 

17 神通川前 9 8.3 7.6 8. 0 8. 1 28.82 1.88 29.71 

18 大門沖(0) 6 8.7 8.1 8.3 8.3 30.82 14.31 33.52 

19 酒 樽(1 ) 12 8.8 7. 9 8.2 8.3 32.91 10.34 34.00 

20 酒 樽(2) 12 8.7 7. 8 8. 1 8. 2 29.65 10.57 34.11 

21 東 一 番 2 8.2 8.2 8.2 8. 3 20.80 20.62 31.45 

22 黒 山(0) 11 8.4 8. 1 8.2 8. 2 29.91 11. 22 33.94 

23 庄 JII 前 11 8.3 7. 6 8. 0 7.9 11.12 1.91 14.38 

24 小矢部川前 11 7.6 7. 2 7. 5 7. 5 2.43 0.25 3.58 

25 大 中 瀬 11 8. 3 7.4 8. 1 8.2 28.30 2.71 33.43 

26 青塚三番 10 8. 5 8. 2 8. 3 8.2 33.85 23.72 34.23 

27 茂淵一番 10 8.6 8.2 8. 3 8. 2 33.28 27.17. 33.69 

.28 茂淵二番 12 8.5 8. 2 8. 3 8. 2 33.60 27.56 34.11 

29 茂淵三番 11 8. 5 8. 2 8.3 8. 2 33.96 27.04 34.23 

30 前網岸(0) 10 8.4 8. 2 8.3 8. 2 33.85 31. 18 34.22 

31 前 網(() ) 10 8.4 8.2 8.2 8. 2 33.81 31. 19 
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場水質環境調査分析結果

〈表層〉

濁度(1119/.e) COD (1119/.e) 

前年最低 最大値 最小値 平均値 前年平均 最大値 最小値 平均値 前年平均

30.58 4.3 O. 5 1.7 2.0 2. 3 0.6 1.1 1.0 

31.05 5.0 0.3 1.8 2.3 2. 4 O. 5 1.2 0.9 

22.27 26.0 2.2 8. 0 1.2 2.8 0.7 1.5 0.6 

23.23 27.0 1.2 7.2 2. 1 2. 5 0.8 1.4 1.1 

29.35 28.0 O. 8 7.4 1.7 2.3 0.8 1.4 0.8 

10.09 16.0 O. 5 4.3 1.5 2.9 O. 8 1.5 0.8 

31.81 7.3 O. 5 2. 2 1.0 1.9 O. 5 1.0 0.5 

32.17 3.4 0.2 1.3 1.4 1.0 0.6 0.7 0.6 

24.03 8.0 1.2 4.0 1.2 2.5 1.0 1.5 0.7 

13.23 9.9 1.2 4.4 1.5 4.2 1.0 1.8 O. 8 

16.45 7.3 0.5 2.8 1.5 1.3 0.8 1.0 

28.26 5.5 0.5 2.1 1.6 1.8 0.7 1.0 0.8 

8.82 16.8 1.5 6.4 2.1 3.7 0.5 1.4 0.7 

18.46 8.0 O. 9 3. 3 1.5 2.7 0.6 1.2 0.7 

24.06 11. 6 0.7 3.0 1.7 3.1 0.8 1.4 0.8 

23.86 10.8 1.0 3. 3 1.8 3.0 0.8 1.4 0.8 

6.11 8. 1 1.2 2.4 1.9 2.0 0.8 1.1 1.0 

17.31 7. 2 1.0 3.4 1.7 4.2 1.1 2.3 0.9 

14.68 6.5 O. 5 2.6 1.7 3. 4 0.8 1.3 0.8 

10.56 7. 0 1.0 2. 9 2.0 3. 3 0.7 1.5 O. 9 

18.15 4.2 2.7 3.5 2.3 1.9 1.4 1.7 1.2 

17.88 5.0 1.1 2. 3 1.6 3. 0 0.9 1.5 1.0 

3.02 9.0 1.2 3. 9 1.9 2.0 0.5 0.9 1.0 

0.96 12.2 2.8 4.8 3.6 3.9 2.1 2.7 2.9 

15.32 3.0 1.1 1.8 1.6 3.6 1.1 1.5 0.9 

29.19 7.7 0.6 2.6 1.3 4.3 0.7 1.6 O. 7 

27.22 4.2 O. 8 2.3 1.0 3. 4 0.8 1.4 0.6 

28.79 3. 2 O. 6 1.6 0.6 2.4 0.9 1.3 0.5 

28.44 4.4 0.2 1.7 0.8 3.1 0.6 1.2 0.6 

30.80 2. 1 O. 4 1.3 0.8 2. 8 O. 9 1.3 O. 7 

31.90 1.8 O. 4 0.9 O. 6 2. 5 0.8 1.2 O. 3 
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表－４昭和６３年度漁場環境保全対策事業調査分析結果

塩分濁度(､l／′） ＣＯＤ（n噸／‘）pＨ
StNOL

８
４
７
１
４
６
７
５
９
７
２
３
２
６
５

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

５
２
７
０
６
５
０
０
４
１
２
１
１
０
２

■
●
●
申
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
■

８
４
４
６
４
５
０
０
０
９
７
３
３
５
７

１
１
１

－６７－

計１２回

計１２回

最高値最低値平均値最高値最低値最大値最小値平均値最大値最小値平均値

毎月１回

毎月１回

１
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２

●
●
●
●
●
ｏ
●
白
●
Ｇ
●
●
■
●
。

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

32.59

33.30

32.44

34.07

34.28

32.78

31.23

32.77

33.73

31.79

33.80

34.09

34.06

33.82

33.99

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
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８
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７点（図－１）

７点（図－１）

１０点計２４点（図－１）
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若林信一

【目敵ロ

水質汚濁防止法第１６条第１項の規定に基づき６３年度の富山湾海域(公共用水域)の水質汚濁

状況を把握するため，試料採水及び水質分析を行う。

2．公共用水域水質測定調査

【方法】

(1)調査海域及び定点数

小矢部川河口海域

神通川河口海域

その他の地先海域

(2)測定回数

小矢部川河口海域

神通川河口海域



その他の地先海戚 4・5・7・8・10・11月

(3) 測定項目

気象〈天気，風向，風力，波浪，ウネリ〉

水質(水温， pH， 00， COO) 

(叫調査方法

計 6回

栽培漁業調査船「はやっき」により，各調査定点〈環境基準点)の表層及び2m層を採水し

測温・ 00固定等を行い，試水を当場に持ち帰り， pH， 00及びcooの分析を行った。

【調査結果の概到

毎月，測定データを県公害対策課へ報告し，県公害対策課が結果をとりまとめた。

63年度における汚濁状況をcooでみると，環境基準点24定点の測定値は， 0.9 -2. 4 
TIl9/乙ですべての定点て苛寝境基準のA類型 (2T1l9//")またはB類型(3 TIl9/ /.，)に適合してお

り，良好な水質であった。

【調査結果霊載印刷物等】

平成元年度環境白書 平成元年7月 富山県〈予定〉

11 尺

10 

図-1 公共水域調査定点
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3．赤潮等対策調査

若林信一

【目的】

富山湾における赤潮の発生による水質汚濁の状況，赤潮プランクトンの種類等を随時調査し，

関係機関及び漁業者に通報する．

【調査方法】

調査期間における水質分析結果や公共水域水質測定等の他調査で得られた赤潮情報から，赤潮

海域の範囲，期間，赤潮構成主要物等を明らかにした。

(1)調査項目

水温，水色，透明度，ｐＨ，塩分，プランクトン同定，同計数他

(2)調査実施状況

昭和６３年６月から８月にかけて計４回栽培漁業調査船「はやつき」により実施した。また，

他の調査時にも随時水質等の調査を行った。

【調査結果の概要】

・本年度，当水試が確認した赤潮の発生状況を表－１に示したが，確認された赤潮発生の回数

は６回であった。

、。赤潮は,６月から９月に，氷見地先から黒部地先の海域で発生した．

ｄ主な赤潮生物は，６月下旬に氷見地先海域で発生した夜光虫（Ⅳ｡cが』秘cα叩．）を除くと，

キートセロス（ｃﾙ……γｏｓｗ．）及びスケレトネマ（Ｓﾙ…t…”ＣＯ…如加)が主体であ

った。

発生時期

６月１日

６月１５日～１７日

６月２７日～７月１日

７月１９日

８月９日～１０日

９月９日

表－１昭和６３年度赤潮発生状況

発生海域

氷見～黒部

氷見～黒部

氷見～黒部

氷見～黒部

四方～滑川

岩瀬～魚津

主な赤潮生物

ＳんeZet”e”ｃｏｓｔα如加

Ｃﾙaefoceγ”Spp･

jVbc鹿Z､"ｚｊｍＤ.，CAaef”ｅｍ９Ｊ狸,.，雛e“to凡e祝ａｃｏｓｆａｵZ凸加

Ｃﾙａｅｔｏ“γosJZW眺，ＳルｅＪｅｔ”e加αＣＯＳ趣”ｍ

Ｃんaetoceγ”s1qp.，SjteZcto邦ｅｍａｃｏｓｔａ趣加

Ｓﾙejet”ｅｍａｃｏｓｔａ趣、

【調査結果登載印刷物等】

昭和６３年度漁場環境保全対策事業調査報告書平成元年６月富山県水産試験場

－６９－



4. 滑川地先海域環境調査

。
高総賢二郎・宮崎統五・武野泰之・若林洋・藤田大介・若林信一

【目的】

滑川市からの委託により，滑川市地先海域の環境を監視するため，当海域の水質及び底質を調

査する。

【方法】

(1)調査海域

高塚地先海域の.

大川河口より半径 200m沖合3点

500 m沖合3点

1.000 m沖合1点〈底質を除く〉の計7点〈図-1 )。

-測定点・

図-1 水質測定定点圏

(2) 測定回数

水質 63年6月3日t 12月7日の 2回

o 
-

1 

底質 63年6月20日 9月19日， 12月7日，平成元年3月3日の4回
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(3) 測定項目

気象 〈天気風向，風力，波浪，ウネリ〉

水質 (水温，水色，透明度，塩分， pH， DO， COD，重金属類)

底質 〈粒度組成，強熱減量， KMn04消費量(COD)，硫化物)

(4) 調査方法

水質は 7定点て安居及び2m層から採水l.，測温等を行い，底質は 6定点で採泥l.，分

析は，滑川市が委託した民間会社で行われた。

【調査結果の概要】

毎回，水質測定結果を滑川市市民生活課へ報告した。

6 3年度における汚濁状況をCODでみると， 0.5 -1. 1lll9/ .tで，すべての地点て環境基準

のA類型(2lll9/.t)に適合しており，良好な水質であった2

【調査結果登載印刷物割

な L

5. MOS-1衛星検証海域調査

若林洋• 【目的】

人工衛星によって得られた海域情報と実観測によって得られたデータ(シートルース〉とを比

較検討することによって，人工衛星による海域のそユタリングを行うための基礎資料を得る。

なお，本調査は，宇宙開発事柴田MOS-1衛星検証計画の一環として参加，実施したもので

ある。

【調査方法】

MO S -1 (もも 1号)が，富山湾上空を通過する日時に合せて，図-1に示す観測定点にて

調査を実施した。

〈調査日等〉

調査日

調査船

調査定点

昭和62年 11月18日

富山県水産試験場漁場環境調査船「はやっき」及び国立富山商船高等専F惇校練

習船「若潮丸J

図-1に示す36定点(st.10-st.46の27定点は「はやっきJで st.
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8-1-8t.8-9の9定点は「若潮丸jで実施)

調査項目及び分析方法

水温 水銀水温計によった

水色 フォーレル・ウーレの水色計によった

透明度 セッキー板によった

調度 積分球式濁度計によった(持ち帰り後)

8 .8 常法によった( " ) 

塩分 サリノメータによった( " ) 

クロロフィルーa 蛍光法によった( " ) 

【結果及び考察】

調査結果を表ー 1に示した。

水色，透明度，濁度. 8 .8及びクロロフィル-aの水平分布を図ー 2-図-6に示した。

水色は，岸側で6以上，神側で4以下という分布を示した。また，透明度は，岸側で10m以

下であったが，沖合側では次第に良好となり 25m-30mの値であった。透明度は水色とほぼ同

様のパターYを示した。

濁度とクロロフィル-aの分析は，似たパターンを示した。しかし，濁度と近似すると考えら

れる8.8が，濁度と異なる分布を示した。このことは，濁度の構成要因が，植物起源の可能性

を示唆するものと考えられる。

次に， 27定点におけるM08-1のME88Rの各パンドのカウントを表ー2に示した。各バン

ドのカウントは，各定点ともに 9ピクセルの平均値である。

また， 2 7定点の各測定項目と各バンドの相闘を，表ー 3に示した。測定項目聞では，水温と

8 . 8，水温と塩分，クロロフィル-aとフェオフィチン及び塩分と 8 • 8に0.70以上の正の

相闘がみられた。また，透明度とフェオフィチン及び水色に負の相闘が認められた。各測定項目

と各バンド聞では，水色とバンド1のみに正の相関が認められた。図ー 7にパンド 1の画像を示

した。これは，カウントが5， 6及び7を黒に 3及び4を白とし表示したものである。

【共同研究機関】

国立富山商船高等専門学校

【調査結果登載印刷物】

THE 8ECDND-8YMP08IUM ON MQ8-1 VERIFI CATIQN PRQGRAM(MVP) 

1988. July 他
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図-3 透明度の水平分布(m)
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図－７ＭＯＳ－１ＭＥＳＳＲのバンド１のシュード画像

（胃:ﾌ鈴~ﾚﾙｳーﾚの水色計…，蓮示す）〃 ３，４〃
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表-1 船舶による観測結果(87.11. 18 ) 

観測定点観測時刻水温水色透明度濁度 S・s・ 塩分 Chl-a 
tc) 伽.) (暢/.t)(11I@/.t) ~ /J (/:'9.1匂)

備 考

st. 10 11:51 13.9 6 7.5 1.3 50.1 13.62 1.02 

st. 11 11:42 15.3 5-6 9.5 1.1 66.9 17.92 0.65 

st. 12 11:33 17.1 4-3 21.5 0.3 119.0 31.05 0.45 

st. 13 11:23 17.3 3 25.0 0.9 125.6 31.91 0.32 

st. 14 11:14 16.6 3 22.5 0.4 117.3 32.56 0.32 

st. 15 11: 06 18.8 3 27.0 0.6 138.6 33.94 O.お

st. 16 10:56 18.6 3 22.5 0.2 135.0 33.95 0.39 

st. 20 9:40 18.4 7 9.5 0.7 124.5 33.49 1.01 

st. 21 9:49 16.4 6 15.0 1.3 111.9 30.83 1.60 

st. 22 9:57 15.2 5 18.0 0.9 99.7 26.71 0.74 

st. 23 10:07 16.5 3 22.0 0.7 110.3 30.78 0.45 

st. 24 10:18 18.6 3 25.0 0.2 117.7 33.88 0.29 

st. 25 10:27 18.7 3 27< 0.9 127.1 33.94 0.30 

st. 26 10:40 18.7 3 幻.0 0.1 131.2 33.90 0.24 

st. 30 9:23 17.9 7 10.5 0.7 127.6 33.07 0.33 

st. 31 9:14 16.2 5 12.0 0.8 128.1 30.79 0.79 

st. 32 9:05 15.4 4 20.0 0.9 118.9 29.14 0.92 

st. 33 8:55 15.4 3 初.0 0.7 105.2 29.87 0.68 

st. 34 8: 45 18.3 3 21.5 1.2 128.3 お.78 0.50 

st. 35 8:35 18.0 3 23.5 1.2 111.6 33.67 0.43 

st. 36 8:25 18.4 3 20.5 0.5 125.6 33.79 0.44 

st. 41 7:21 16.5 6 9.0 1.1 107.4 31.83 2.35 

st. 42 7:29 16.2 6 8.5 0.9 119.2 31.60 1.19 

st. 43 7:39 15.8 5 13.0 0.7 111.2 29.75 0.59 

st. 44 7:50 15.9 4 14.5 0.5 122.6 32.32 0.49 

st. 45 7:59 17.9 4 18.0 0.8 132.0 お.40 0.57 

st. 46 8:09 18.2 4 12.0 0.3 116.6 お.62 0.78 

st.8-1 9:27 18.4 4 20.0 3.4 131.4 お.83 0.42 

st.S・2 9:43 16.8 4 16.0 0.4 57.3 31.94 0.34 

st.S・3 9:58 16.4 6 8.0 0.8 111.1 30.64 1.19 

st.S・4 10:14 16.3 8 6.5 0.8 113.2 31.28 1.51 

st.S田5 10:26 17.5 9 6.8 0.9 83.0 30.28 1.15 

st.S・6 10:36 16.8 8 5.4 0.9 58.0 30.79 1.37 

st.8-7 10:57 15.6 6 21.0 0.8 56.2 27.95 0.89 

st.8-8 11:16 18.5 4 28.5 0.1 73.5 33.80 0.36 

st.S・9 11:33 18.6 3 27.0 0.0 76.3 お.94 0.36 

st.l0 -st.46は水産試験場調査船「はやっきJで

st.S-l -st.S-9は商船高専練習船「若潮丸Jでそれぞれ観測した。
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表－３各測定項目及びﾝドの関係

表－２ＭＯＳ－１ＭＥＳＳＲの各バンドのＣＣＴカウント
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診断日

◎武野泰之．宮崎統五・若林洋・若林信一

1．魚類防疫対策事業

（１）防疫会議

防疫に関する知識の普及を図るため，下記の要領で防疫会議を開催した。

日時：平成元年３月２９日

場所：富山市富山県民会館７０５号

出席者：養殖業者及び関係水産団体職員計２１名

主な課題：ＢＫＤ対策及び防疫体制の整備について

（２）魚病診断件数

６３年度に富山水試に持ち込まれあるいは検査依頼により行った魚病診断は１２件であっ

た。その内訳を表－１に示した。

表－１昭和６３年度の魚病診断内訳

鯉にうっ血（非伝染性であることを確認）

肝臓の退色・腸管に炎症・幽門垂に出血斑

鰭基部の発赤・体表にせつそう

体表発赤・腎臓の壊死

眼球突出・鰭基部発赤

眼球突出・肝臓と腎臓の退色

体表発赤

鯛粘液の過多

鰭にスレ・体表に潰癌

鯉の粘液過多・原虫類の寄生

鰭基部の発赤

腎臓の膨隆・体表にせつそう

症 状魚種病名

－７８－

Ⅸ魚病対策事業

1．魚病対策事業

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

４
５
６
６
６
７
７
７
９
２
２
２

年
年
３
元成

６

平

不明

不明

せつそう病

不明

不明

ＩＰＮ

不明

ダクチロギルス症

トリコジナ症

不明
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(3)魚病発生防止対策

ア．６３年７月２０～２２日にイワナ・ニジマス養殖場１３カ所を巡回し，生産量等の情報の聞

き取りを行った。

イ．魚病発生状況の聞き取りを行い，その対応について業者を指導した。

(4)種苗の魚病検査



県外から移入したヤマメ種首の検査を実施したところ，原因菌は検出されなかった。

(5) 魚病講習会

魚病に関する知識の普及を図るため下記の要領で魚病講習会を開催した。

日 時:(1)に同じ

場所 11

出席者 11

内 容:63年度のサケ科魚類魚病発生状況と対策について解説を行った。

2. 水産用医薬品指導

(1) 医薬品適正使用対策

日 時:(1)に同じ

場所 11

出席者 11

実施内容:医薬品使用基準の説明

水産用ワクチンの使用について

(2) 医薬品残留検査

食品として安全な養殖魚を確保するため，出荷時の医薬品残留状況について検査した。東砺

波郡利賀村，平村，上平村及び西砺波郡福光町の養殖業者からイワナ3尾を1検体として 45

検体を採集し， うち 23検体の可食部中について久ルファモノメトキシγの残留を，また.22 

検体についてオキソリ Y酸の残留を検査した。その結果いずれの検体にも残留は認められなか

った。

【調査結果登載印刷物等】

なし

-7 9-



２．魚病対策技術開発研究

○武野泰之.宮崎統五.若林洋.若林信一

1．降海性サクラマスの防疫技術開発研究

【目的】

治療及び予防が困難な病原体に汚染されていないサクラマス放流種苗を量産する技術を確立す

るために，サクラマスの増殖事業が実施されている富山漁業協同組合神通川さけ。ます.きぎ化場(富

山県大沢野町塩）及び庄川沿岸漁業協同組合連合会庄川養魚場（大門町広上）における伝染性疾

病の実態及び感染経路を調査し，その防疫に関する基礎資料を得る。

[方法及び結果の概要】

(1)神通川さけ．ますふ化場で採卵に供されているサクラマス雌親魚４７尾について，ＩＰＮＶ，

ＩＨＮＶ，βe”加､“ｓｓａｊ加祁…‘jα，腕６γjoanl“〃”必、及びRe7zj6act”趣加Jajmo,zj“γ…

の保有状況を調査した結果，４検体からＩＰＮＶが，６検体から』.，“ｍｏ冗乞cfdaが検出された。

しかし，その他の病原体は検出されなかった。

(2)神通川さけ．ますふ化場で飼育中の稚魚から検出された病原体は，６月にＩＰＮＶ，５月か

ら７月にかけて』．'＠J､o,z…dαであった。１月には』．'α』,"o'０…｡、とＲ、ｓα↓刀,on,…穴”が

同時に検出された。

一方，庄川養魚場で飼育中の稚魚から検出された病原体は，７月にＩＰＮＶ，６月から８月

にかけて丑.…ｍ…cjdaであった。１から２月にかけて』．sajmo九…｡zαとＲ・”jmon"αγ､”

が同時に検出された。

(3)神通川さけ。ますふ化場産サクラマス稚魚に』.｡αjmo”jcj‘zαの人為感染を試象たが，既に

』.，α↓､｡,､…｡αに対する免疫を獲得していたと考えられ，接種菌量（0,10,50.100,1000

ＣＦＵ／’体重）と姥死率との間には特に関係は認められなかった。

(4)濁りが丑.‘α』刀2.凡jcz血に対する紫外線照射の殺菌効果に及ぼす影響について検討したとこ

ろ，各濁り（カオリン濃度0,10,50,W／のに対する照射線量を4,000Ｗ・ＳＥＣ／誠以上と

すれば，紫外線照射の殺菌効果には全く影響が認められなかった。

[調査結果登載印刷物等】

昭和６３年度魚病対策技術開発研究成果報告雷サケ科魚類の防疫技術に関する研究平成元

年３月（社）日本水産資源保護協会

－８０－



Ｘ海洋深層資源の有効利用技術の開発に関する研究

「深層水の物理的環境の解明に関する研究』

新井茂。◎奈倉昇
【目的】

富山湾内の深層水と湾外との交流および湾内深層水の物理的環境の季節変動を明らかにして，富

山湾および海洋深閣水の有効利用に資する。

[方法】

昭和６３年５月２５～２６日，８月８～９日，１１月２１～２２日，平成元年３月９～１０日に富山

県漁業指導調査船「立山丸」で，富山湾および日本海域の調査定点（図－１）１６点において，

０，コ０，２０，３０，５０，７５，１００，１５０，２００，３００，４００，５００，７００，１，０００，１，５００ｍの各

層から，また，本研究の第Ⅱ期研究課題である洋上肥沃化創出実験の予定海域ｓｔ.Ｅにおいては，

８月８日に０，１０，２０，３０，５０，７５，１００，１５０，２００，２２５，２５０，２７５，３００ｍの各層か

らナンセン採水器およびロゼツトサンプラーを用いて採水すると同時にＣ、Ｔ、，（ニールブラウ

ンマーク３Ｂ）を用いて，水温および塩分を測定した｡なお,海面の塩分はサリノメータで測定した。

図－１観測定点

－８１－



【結果の概要】

富山湾内を代表するＮ－Ｔ線断面（以下「湾内」と言う。），富山湾外を代表するＮ－Ｓ線断

面（以下「湾外」と言う。）およびｓｔ.Ｅにおける水温，塩分，リン酸塩等の分布特性について比

較するとともにその季節変動について検討した。その概要は以下のとおりであった。

（１）湾内および湾外の鉛直分布

水温：富山湾内における水温鉛直分布の季節変動は，暖流水系水塊の対流圏内である１５０

ｍ以浅において大きい。また，その水深範囲では秋季から冬季にかけて鉛直混合が発達し，冬

季には１５０加深まで成層圏が形成され，夏季から秋季にかけては温度躍層が形成される。

今回の調査結果では，５月および１１月には湾内，湾外とも０～１５０祁深まで成層圏が形成

され，８月には０～７５ｍ深’１１月では１２０～１５０加深に温度躍層がそれぞれ形成されて，湾

内および湾外における成層圏および温度躍層の形成水深層はほぼ一致した。また，８月の２００

加深における水温は湾外が湾内に比べて３．７℃高かったが，この原因は暖流水系の勢力増大に

よるものと推測された。深層水域の３００，深および４００加深における５月から１１月にかけて

の水温の変動は，３００加深では湾内で0.8～１．４℃，湾外で0.7～1.6℃，４００加深では湾内

で0.5～０．６℃，湾外で0.4～０．８℃で，ごくわずかであった。時期別の湾内と湾外の水温差

は，５月では３００加深で０．２℃，400加深で０．１℃，８月では３００加深で0.6℃，４００加深で

０．１℃，１１月では３００，深で0.2℃，４００加深で0.2℃で，水温差の最高は３００加深では８

月における０．６℃，４００加深では１１月における０．２℃で，湾内と湾外の水温差は非常に小さ

いことが明らかとなった（図－２）。

ＳｔａＳｍ
ｅｅ７０００

ＳＩａ
００Ｖ０９a ０● ０ ４

、
函

也口０

麺
》
鍾
嘩

図－２－１Ｎ－Ｔ線断面の水温鉛直分布
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また，採水した試水は，水産試験場に持ち帰り，リン酸態リン，硝酸態窒素，亜硝酸態窒素，

珪酸を常法で分析した。

岨
銅
麺
”
”
菌６

一

１６０

皇ユ．－一･一一･････
句や

、Ｑ２
● ● ●

ＴＰ■Ｐｌで０

，.雄同●▼･胸｡

両｡

■
』
■
軍
●
●
回



九・......・〆ぺ旬、'.~:

一一メ剛
ー〆-ーー-1CIO
:.，......づ宍¥」一'&0

・/ペ¥と=2

ーno

Zヰコ
〆~ーー叫@

----¥Lーー
戸戸戸~ーー一一則

-"""" 

~ 
二~〆ィ、、........ 12J! 

11 

。

問

調

拍

闘

四

" 

S関ミニ:

t咽

由自 110
・』
ー-a 
・9. 
zm 

/ 

三コニミ2
-ーーー圃由---ー-:.唱-ー.泊

h・、、・・・・--11..

別問

110 

制

綱

画

-g

一-a
e
-
-
a

-…-_.一一『・ー'-114

. -. . . . ・. . . 
‘ 

T..p I'C. 、~ー・・・・・ω
11・JLH・・.1'"

・

-ω 

-
.蝿

‘ . 
、\.....~a 
.・・.."

T..p I'CI ".A...I，. 

制

i
i欄

.崎
-・、・
¥ 
'.‘ 
・、~・・ー~Q2

-伺

-同

U泊。

U陣。

UIOO 

uo・
T..p I'CI 
2S-Z乱...，..1蝿a倒

閣

N-S線断面の水温鉛直分布

塩分:富山湾における暖流水系の中核部の指標となる最高塩分値の分布水深は秋季および冬

季の鉛直混合や春季から夏季における暖流水系の勢力の増大等によって変動するが，例年夏季

に最高塩分値を示す特徴がある。

今回の調査では，湾内と湾外の最高塩分値とその分布水深は 5月には34.3台の最高塩分

値が湾内では110.....125祝深に分布したが，湾外では30-100m深に分布し.湾内に比ら

べて湾外での分布水深は浅くかっ幅が大きかった。また 8月および11月最高塩分値はそれ

ぞれ34.5台および 34.4台であったが，その分布水深は湾内，湾外ともにそれぞれ60-110

m深および90-150m深で，湾内と湾外はほぼ同じ分布傾向を示した。また 8月の 34.5台の

高塩分値はこの時期の暖流水系の勢力増大によるもので，例年と同じ傾向を示した。深層水域

の300m以深の塩分値は湾内，湾外ともすべて 34.05台で，.均一な塩分値特性を示した

図-2-2

(図-3)。

リン酸塩:富山湾における栄養塩類の供給は，秩季から冬季にかけての鉛直混合に最も影響さ

れる。また，春季に植物プラ γクトンの大増殖による栄養塩類の消費が行われるために春季か

ら夏季にかけてリン酸塩濃度が低下する特徴を示す。

今回の調査結果においても 5月では湾内，湾外とも表層から 30m深までリン酸塩の分布

濃度は Oであった。また. 0.5μS'-at/匂以上の分布水深は湾内，湾外ともその分布水擦は5月お

よび8月は 100m以深t 11月は70m以深で，ほほ.同じ傾向を示した。

けての深層水域のリン酸塩分布浪度はt 300 m深で湾内が0.9-1.9μ9--at/it ， 

.a9--at/匂，湾外が1.5 -2. 0 /1/}-at/~ t 平均1.8 .a9- -at/~ t 400 m深では湾内が1.5-

5月カ‘ら 11月tこカ‘

平均1.8
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を示した（図－４）。
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(2)実験予定海域（ｓｔ．Ｅ）における夏季（８月）の物理的環境特性

本研究の第Ⅱ期から稼動する洋上型深層水利用装置は富山県・石川県の県境（脇地区）地点

より約3,800ｍ沖合の３６ｏ５７，１２”Ｎ，１３７．０６'０９”Ｅ，水深３００ｍの海域に設置される

予定で，この装置利用による洋上肥沃化創出実験は７月から９月の期間に行われる計画である。

従って，実験予定海域ｓｔ.Ｅにおける夏季の物理的環境の特性を明らかにしておく必要がある

ため．その予備調査として昭和６３年８月８日に「立山丸」により，ｓｔ.Ｅ海域の水温，塩分

ＳＯａ
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Ｓ１ａ

図－４－２Ｎ－Ｓ線断面のリン酸塩鉛直分布
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観測および採水を行い，水温，塩分， リン駿塩等の分布特性について検討した。

今回の実験予定海域 st.Eおよび富山湾中央部st.8の観測および採水によるリン酸塩分析

結果から水温，塩分，リン酸塩の鉛直分布を図にまとめて示した(図ー 5)。富山湾沿岸海域

の表層水温の年間最高水温期は8月である。また，表層水温と深層水(ここでは250mから

300m深の水温)の水温差が年聞を通して最も大きい時期も8月である。 今回の観測結果で

は， st. Eの表層水温は 27.8
0
Cで，本装置の取水予定水深 250m深の水温は2.8

0
Cでその水

温差は250Cであった。 st.Eの 200m 以深の塩分値はすべて 34.08で均一な塩分分布を示

した。また， リン酸塩は表層から 100m深までは0.5μ9-at/t以下の低濃度であったが，

250 m深から 300m深までの層では1.6μ9-at/tから1.8μ9-at/tで，この層では水深

によるリン酪塩分布濃度の差はわずかであった。
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図-5 実験予定海域(st.E)及び富山湾中央部(st. 8 ) 
の水温，塩分!Jン酸塩の鉛直分布

図-5に示したように8月における st.Eの200m以深の水温，塩分およびリオ駿塩の分布

はst.8とほぼ同じ傾向を示した。このことは実験予定海域の 200m深から300m深までの深

層水の物理由旬環境特性は宮崎の中央部深層水とほぼ同一であることを示唆しているものと考

えられた。

【共同調査研究機関】

日本海区水産研究所

【調査結果登載印刷物等】

なし
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Ⅲ魚類雌性発生技術確立試験

宮崎統五

【目的】

雌化サクラマス及び不稔３倍体サクラマスを効率よく生産する技術を確立するために，精子の

染色体不活化，染色体倍化及び性転換技術における最適処理条件を明らかにするとともに，これ

らのサクラマスの生物学的特性及び生理学的特性について検討し，増養殖用種苗としての適性を

明らかにする。

【方法】

１．第２極体放出阻止による染色体倍化試験

サクラマス雌親魚３尾から別念に採卵し，サクラマス精液で媒精して以下の試験を３回繰り

返して実施した。フレンチプレスを用い，受精卵を４００，５００，６００及び７００物／cWiでそれ

ぞれ３，６及び１２分間水圧処理を行うとともに，併せて３０℃６分間及び－１℃９０分間の温度

処理も行った。その後発眼率，ふ化率及びふ化稚魚中の３倍体数を調べ，３倍体作出割合〔(ふ

化数÷供試卵数）×（３倍体数÷検査尾数）×１００〕を算出し,この平均値を比較することに

よって各処理法の効率を検討した。

２．性転換試験

供試魚：雌性発生サクラマス（昭和６０年度生産）にメチルテストステロン（Ｍｒ）を投与し

た後約年間飼育し，成熟雄１尾を選別して採精し，サクラマス卵に媒精して作出した稚魚を供

試魚として用いた。

Ｍｒ投与方法及び結果の評価方法：ＭＴをエタノールに溶解し，飼育水１必当り0.5”のＭＴ

（エタノール量＝０．０２，必）となるように添加した。供試魚を４群に分け，ふ化から浮上まで

の３２日の間，2,4,8及び１６日おき（浸漬回数はそれぞれ16,8,4及び２回）に浸潰した。浮

上後６０日間は,ＭＴを配合飼料に１噸／kgdietとなるように添加して経口投与Lた｡対照区と

しては，エタノールを試験区と同じ濃度となるように添加した飼育水に，同じ頻度で供試魚を

浸演した。その後約８ケ月経過した時点で供試魚を解剖し，肉眼で生殖巣の形状を観察した。

３．不稔３倍体サクラマスの種苗特性評価試験

（１）海水適応能力に関する検討：性転換雄サクラマス（昭和６１年度生産)の精液を用いてサク

ラマス卵に媒精した後，授精卵を６００幼／cmiで６分間の水圧処理して不稔３倍体魚を作出し

た。その後約１７ヶ月間飼育し，４月下旬にスモルト化率を調べるとともに,２／３海水に収

容して経時的に血清中のＮａイオン濃度を原子吸光分光光度計を用いて測定した。

（２）成長に関する検討：不稔３倍体魚及び対照魚２０尾ずつを用い，別々に５必の水槽に収容し，

１日当り３回ずつ飽食するまで配合飼料を投与しながら３０日間飼育した。また脂ピレ切除

で標識した不稔３倍体魚及び対照魚１０尾ずつを５必の水槽に一緒に収容し，３０日間同様に

飼育した。飼育終了後供試魚の体重を測定し，ｔ検定を行なって成長を比較した。

－８７－



4. 全雌サクラマスの種苗特性評価試験

(1) 海水適応能力に関する検討:性転換雄サクラマス〈昭和61年度生産〉の精液を用いてサク

ラマス卵に媒精して全雌魚を作出し，約 17ヶ月間飼育した後， 3と同様にして海水適応能力

を調べたo

成長に関する検討:全雌魚及び対照魚20尾ずつを5.tの水槽に別々に収容し.3と同様に

して成長を比較したoまた約 15ヶ月令の全雌魚12尾と対照魚9尾に電磁式標識を施して個

体識別し，両群を一緒に約0.3tの水槽に収容して 30日間飼育し，体重の増加率を比較し

(2) 

【結果の概要】

第2極体放出阻止による染色体倍化試験

結果を図ー 1に示した。いずれの場合もばらつきはあるが 3倍体作出割合の平均値が最も

高かったのは.30
0

C6分間処理(26.7 -72.9平均50.3 )法で，水圧処理法及び低温度処

理法に比べて効率的に第 2極体放出を阻止できる方法であると考えられた白

た。

1. 

@ 旬..時間ゆ3

30 ・'
句e

:SCSt:l 
700 

s・2
切知
.8111: 

ー品川迎

3

・
b
梓

h
w
m割
合

サクラマスの受精卵を時間と圧力走変えた水圧処理，30
0

C6分
聞の高温度処理

図-1

-I
O

C90分間の低温度処理した時の 3倍体作出割合
((ふ化数÷供試卵数)x ( 3倍体数÷検査尾数)X 100)。
受精卵は3尾の雌親魚から得，同様の試験を 3回繰り返
して実施した平均値を示すo縦線は標準偏差値を示す。
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2. 性転換試験

対照区で精巣を形成した個体が約半数出現したことにより，供試魚作出に用いた雄親魚が性

転換雄でなかったことが明らとなった。供試稚魚が全雌群ではなかったために，性転換に及ぼ

すMT投与間隔の違いの影響を明らかにすることはできなかった。
3. 不稔3倍体サクラマスの種苗特性評価試験

(1) 結果を表-1及び図ー 2に示したo不稔3倍体魚のスモルト化率は 100%で，対照区の雌

93.8%と差がみられず，血清中のNaイオン濃度も約4.000ppmと対照区のスモルトとほぼ

同程度であったので，不稔3倍体サクラマスは充分な海水適応能力を有すると考えられた。

(2) 結果を表一 2及び表ー 3に示したo不稔3倍体魚と対照魚を別々に飼育した場合は，30日

後の平均体重はそれぞれ1.51f'及び1.50f'で有意差は認められなかったが，一緒に飼育し

た場合では，不稔3倍体魚は1.02f'，対照魚では1.46f'と不稔3倍体魚は有意(1)''く0.01) 

に成長が劣った。

表-1 不稔3倍体サクラマスのスモルト化率

区 分 検 査 数 スモルト(明数 J屯

一 {均数

3 倍体区 20 20 ( 100.0) o ( 0.0) 

対照区雌 16 15 ( 93.8) 1 ( 6.3) 

対照区雄 23 6 ( 26.1) 1 7 ( 73.9) 

表-2 不稔3倍体サクラマスと 2倍体サクラマスを別々の水槽に
収容して30日間飽食させながら飼育した場合の成長

区分
開 始 時 3 0 日 後

供試尾数平均体重(伺 s D 生残尾数平均体重(f') S D 
不稔3倍体 20 0.60 0.04 20 1.51 0.23 

2 倍体

有意差無

区分

不稔3倍体

2 倍体

20 0.59 0.03 20 1.50 

表-3 不稔3倍体サクラマスと 2倍体サクラマスを同じ水槽に
収容して30日間飽食させながら飼育した場合の成長

開 始 時 3 0 日

供試尾数平均体重(伺 S D 生残尾数平均体重(伺

10 0.45 0.04 10 1.02 

10 0.44 0.03 10 1. 46 

有意差有 (Pく0.01) 
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【研究結果登載印刷物】

昭和６３年度地域バイオテクノロジー等新技術共同研究等報告概要書印刷中水産庁

表－４全雌サクラマスのスモルト化率

4．全雌サクラマスの種苗特性評価試験

（１）結果を表－４及び図－３に示した，
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図－２不稔３倍体サクラマスを２／３海水に収容した後の血清中のＮａ
イオン濃度の経時的変化

但し○は不稔３倍体サクラマスのスモルト，●は対照サクラ
マスのスモルト及び▲は対照サクラマスのパーを示し，縦線
は標準偏差を示す。

０（０．０）

５（２１３０）

(1)結果を表－４及び図－３に示した。対照魚のスモルト化率では７９．０％であったが，全雌

魚では１００％であった。また海水収容後の血清中のＮａイオン濃度は対照のスモルトと差が

なかったので，全雌魚は充分な海水適応能力を有していると考えられた。

(2)結果を表－５及び表－６に示した。いずれの飼育方法でも全雌魚と対照魚の成長には有意

差がみられなかったので，全雌魚の成長は普通のサクラマスと変わらないと考えられた。
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図－３全雌サクラマスを2／３海水に収容した後の血清中のＮａ
イオン濃度の経時的変化

但し○は全雌サクラマスのスモルト，●は対照サクラ
マスのスモルト及び▲は対照サクラマスのパーを示し，

縦線は標準偏差を示す。

表－５全雌サクラマスと対照魚を別々の水槽に収容して
３０日間飽食させながら飼育した場合の成長

有意差無

表－６全雌サクラマスと対照魚を同じ水槽に収容して３０日間
飽食させながら飼育した場合の体重増加率の比較

開 始時 後３０日
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Ⅲ秋さけ漁業調整対策事業

◎萩原祥信．奈倉昇
[目的】

沿岸漁業の振興を担う重要な資源となっている秋さけについては，産卵回遊に関する生態特性

が十分に解明されていないために，その漁痩及び再生産用親魚の確保をめぐる漁業調整上の問題

が提起されている。そこで，定睡網で採捕された回帰秋さけ親魚を標識放流し，沿岸・河川等で

再捕された結果を定性的，定量的に解析することにより，産卵回遊期における回遊経路，回遊時

期，回遊量等に関する資料を整備し，もって，合理的な秋さけ資源の管理及び漁業調整に資する。

[調査方法】

県水産漁港課は，秋さけ標識放流調査検討会及び啓蒙活動等を分担し，水試は標識放流調査を

分担した。

１．放流場所

本県東部に位置する入善町横山地先の小型定置網の第８大栄丸（総トン数１３．１６トン）で採

捕された秋さけに標識を装着した。放流地点は当該定置網より約1.8極沖合で行った。

２．旬別放流尾数

１０月２５．２６日に１９尾，１１月８日に２４尾，１１月１７日に２１尾，計６４尾に標識をつ

けて放流した。

【結果の概要】

（１）本調査で放流した６４尾の秋さけのうち再捕されたのは３３尾（再捕率５１．５％）で,富山県

内と新潟県内で再捕された。このうち沿岸での再捕は７尾で，河川での再捕は２６尾であった。

（２）標識魚の放流から再捕に至るまでの成熟変化は，銀化が５日以内では変化がなく，１１～１５

日経過後Ｂブナに，Ａブナは６～１０日経過後Ｂブナに変化したが,Ｂブナは２０日以内で変化

はみられなかった。また，標識魚が河川内で再捕されるまでの平均経過日数を成熟度別でゑる

と銀化5.5日，Ａブナ9.0日，Ｂブナ８．７日，Ｃブナ４．０日であった。なお，成熟度変化の検

討については，再捕者による成熟度判定に個人差がかなりあることを配感しておかねばならず，

今後の資料の蓄積が必要である。

（３）放流地点から河川内再捕地点までの最高直線距離は５５種で，再捕までの最高経過日数は１７

日であった。

（４）標識魚の時期別による再捕位置関係は図－１～3に示した。１０月下旬，１１月上旬で標識魚の

９６％が放流地点より富山湾内の以西方向に移動し，１１月中旬では以西方向へ６７％,以東方向へ

３３％移動したことから，県東部の横山沿岸海域に回遊してくる秋さけの８５％以上が富山湾内の

以西方向の沿岸沿いに移動し，７０％以上が１０日以内に湾内の河川にそ上することが推測された。

－９２－
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昭和６３年秋さけ漁業調整対策事業報告書平成元年３月富山県
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(5)旬別に見た移動距離と再捕尾数は１０月下旬には１０j麺以内で１尾，１０～２０極以内で３尾，

２０～３０紬以内で４尾，３０～５０"以内で３尾が再捕され，７３％以上が３０雄以内で再捕さ

れた。１１月上旬には１０"以内で３尾，１０～２０伽以内で２尾，２０～３０姉以内で２尾，

３０～５０“以内で６尾，５０～６０”以内で１尾が再捕された。また，１１月中旬には１０A2mm以

内で２尾，４０～５０鋤以内で６尾が再捕された。

(6)本事業の昭和62.63年度標識放流調査及び昭和５５～５８年に県東部沿岸海域で行った標識

放流調査等の再捕結果から，県東部沿岸海域で漁獲される秋さけのほとんどは県内の河川から

降海したものと推測された。

(7)県東部沿岸海域で漁獲される秋さけのほとんどが富山湾の東部及び中央沿岸海域方向へ回遊

することが明らかになっているが，本県の沿岸海域の秋さけ漁獲尾数の約３０％を占め,近年漁

獲量の伸びが著しい県西部沿岸海域で漁獲される秋さけの富山湾内での生態的特性については

これまでの調査では明らかにされていない。



Ⅲ地域特産種増殖技術開発事業

．◎藤田大介・武野泰之

【目的】

富山県に適したサザエ増殖技術の開発を目的とし，種苗生産（富山県栽培漁業センター担当）

及び資源添加（水産試験場担当）の技術を確立する。

【方法】

１．漁業実態調査

富山農林水産統計年報を用いて漁痩量を調べたほか，水揚げされた個体の殻高・重量の測定，

漁獲個数の調査，市場外流通の概要を把握するために氷見地区の民宿に対するアンケート調査

を実施した。

２．放流環境調査

氷見市大境の漁港防波堤，海食洞地先，小境地先人工礁及び魚津市青島地先の４地点でスキ

ューバ潜水によって目視観察，水中写真撮影，水深測定を行い，海底地形図を作成した。海藻

の現存量は方形枠0.2㎡の坪刈りによって調べ，捕食動物と藻食動物についても生息の確認を

行った。

３．稚貝放流実験

昭和６１年９月に水産試験場で人工採苗した殻高２３”前後の稚貝に記号を打ったプラスチッ

クテープで個体標識を施して実施した。実験は氷見地区で行い，昭和６３年８月２７日に大境漁

港防波堤に１，０００個，大境海食洞地先に２，０００個，小境人工礁に2,000個を放流した｡大境

漁港では１２月まで，小境人工礁では１０まで毎月１回潜水して再捕し,殻高と重過の測定及び

再放流を繰り返した。大境海食洞地先は波浪が強かったので年度内に再捕調査は行うことがで

きなかった。

４．稚貝飼育実験

屋外流水水槽中に垂下した飼育カゴに実験カゴを鼠き，殻高約３０”の人工種苗を１０個ずつ

入れ，週１回マクサ，アナアオサ及びイバラノリを別含に１０～１５１ずつ投与して週間摂餌量，

殻高及び重量の月間成長量を調べた。

【調査結果及び考察】

１．漁業実態調査

富山県ではサザエは３０トン前後水揚げされている。県内漁獲量は低下傾向にあるが，能登地

区で漁痩されたサザエの氷見への移入は増えている。サザエの水揚げは他魚種の漁の少ない夏

季に多い。サザエ漁は魚津市青島地先でアクアラング潜水によって採貝しているほかはすべて

刺網で行われている。氷見地区の民宿に対するアンケート調査結果からは市場を通さない相当

－９５－



量のサザエが消費されていると考えられる。

2. 放流環境調査

大境漁港の防波堤ではマクサが豊富で，少数のイソガニ以外に害敵は見られず，縦溝や捨石

がサザエのすみ場になると考えられた。大境海食洞地先では垂直岩盤に多数の穴があったが.

海藻の現存量が少なかった。小境地先の人工礁〈稚貝着底礁及び保護礁〉には溝や窪みが多い

が，海藻はモク類だけで，天然のサザエ，ムラサキウユ及びイトマキヒトデが少数生息してい

た。青島地先は転石地帯で，ヘラヤハズ，マクサなどの海藻が豊富に生育していたが，ムラサ

キウユ，パフンウユ，ヘソアキクポガイ，イソガニ，レイシ及びキュウセンが多かった。

3. 稚貝放流実験

いずれの放流場所においても秩から冬にかけて設高と重量月間増加量が低下したo 大境漁港

では4カ月間に平均9.71l11l， 5.7 9-成長したが.有標識個体について jolly-Seber詮てe生存率

を推定した結果， 8月 9月及び 10月における生存率はそれぞれ49. 6 %， 8 3.9 %及び78.3

%であった。小境人工礁では大境漁港の場合よりも成長が悪かった。

4. 稚貝飼育実験

いずれの海藻を与えた場合もサザエの撰餌量及び月間成長量は水温の低下に従って減少する

傾向を示したが，投餌や測定方法について再検討し，周年の飼育実験を行う必要があると考え

られた。

【調査結果登載印刷物等】

1. 昭和63年度地践特産種増殖技術開発事業報告書〈巻貝グループ〉 平成元年3月 富山県

水産試験場他7機関

2. 海藻の形態とサザエの摂餌行動濠類37(1) 75 平成元年3月 日本藻類学会
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NX 黒部湖における一般環境調査
。

高松賢二郎・野沢理哉・若林信一・新井茂

【目的】

黒部湖における一般環境の現況及びヒメマス等の種苗放流後の生息状況を把揮するため，理化

学環境調査，生物環境調査及び魚族資源調査を実施する。

【方法】

調査時期

理化学環境調査

生物環境調査

魚族資源調査

【結果の概要】

63年8月30日-9月1日

7調査地点透明度，水温I pH， DO，濁度， COD 

3調査地点プラ γクトン

刺しi網(3枚網〉 水面下50cm垂下

漁獲物測定〈魚種，尾叉長，体長，体重，雌雄，生殖腺重量，胃内容物，

一部年令査定〉

魚探による記録

1. 水温は， 4. 2 -1 8. 5 'tの範囲にあり， 2m-20m層に水温躍層が形成されていた。

2. 透明度は3.0-3. 8 mで，前年より低下した。

3. pHは7.3-7. 8の範囲にあり，湖沼における環境基準値(6.5 -8.5 )を満たしていた0

4. DOは6.86 -1 O. 1 5 TII9 /乙であった。 DO飽和度は，表層から 5mまたは 10m層までは

102-122%の過飽和状態で，それ以深では80-90%台であった。

5. 濁度はO.9 -3. 1 TII9 / .tの範囲にあった。例年のとおり深度が増すにしたがい濁度が高くな

る傾向がみられた。

6. CODは0.45-0.99昭/.tの範囲にあり，湖沼における環境基準値〈類型AA) 1 TlIfJ/ i.， 

以下を満足していた。

7. 動物プランクトンは，B osmia Iongiroatria(ゾウミジンコ)が優先していたo その外に

Daphn-ia spp.(ミジンコ類)Cyclopoida(ケンミジンコ類〉がみられた。植物プランクトンは認

られなかった。また，長さ数1U1-数十聞の円柱状のものが多数みられた(写真〉が，同定はで

きなかったo

8. 刺し網による漁獲調査を実施したところ，ヒメマス 26尾.イワナ64尾，ニジマス 9尾が

漁獲された。

9. 各魚種の尾叉長及び体重の範囲及平均は，ヒメマスが11. 4 -1 3. 4 cm (平均12.6 CR1 ) ， 
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18-349(平均239)，イワナが1O. 4 -31. 8 cm (平均 17. 9 cm ) ， 1 2 -3 3 0 9 (平

均799)，ユジマスが2O. 0 -3 5. 0 cm (平均24. 3 cm ) ， 1 0 8 -5 9 2 9 (平均2269)で

あった。

なお，ヒメマスについては，関西電力闘が本年7月7日に約109の稚魚を 7万尾放流した

ので，それが再捕されたものと考えられた。

10. ユジマスの年令は2-4年の範囲にあった。年令別の尾叉長の範囲は，2年魚(6尾〉で20.2

-20. 8cm， 3年魚(2尾〉で29.7及び29.8cm， 4年魚(1尾〉で35.0cmであった。

ニジマスの放流は昭和56年以降行われていないので，黒部湖においてユジマスの再生産が

行われていると考えられた。

11. 胃内容物を，被食生物個体数でみると，イワナではユスリカが，ニジマスではアワフキ，カ

メムシ等の陸生昆虫が，ヒメマスではユスリカ等の水棲昆虫， ミジンコが優占していたo

12. 魚探による調査では，水深が 10m層以浅に反応映像散在して現われた。また，湖岸近くの

10m層から 30m層にかけては，鉛直方向に伸びた反応映像がみられた。
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【昭和63年度職員・予算等の概要】

1. 職員の現員数
(平成元年3月31日現在〉

次長 副主幹 副主幹 主任
区 分 場長 庶務館長 船長 機関長 膿長 船長 主任

研究員
研究員 業務技師 技術員 計 備考

事務取接 事筋取扱 事務取扱

庶務課 1 2(1) 2 6(1) 

漁業資源保 1 2 2 5 

水産増殖謀 1 1 4 6 

立山丸 1 5 2 5 14 

はやっき 1 1 1 3 

計 1 1 1 1 2 1 8(1) 3 6 4 6 34(1) 

( ) 水産漁港課捜務

2. 職員の配置
〈平成元年3月31日現在〉

課 名 職 名 氏 名 備 考

場 長 新井 茂

次 長 藤川憲一

庶務課長〈事務取扱〉 〈藤川憲一〉

庶務課 主 任 藤田のり子

主 任〈兼 務〉 松坂常弘

業 務 技 師 川岸信儀

11 北保雄也

漁業資源課 長 奈倉 昇

富。 主 幹 浜岡繁雄

11 姫野隆幸

主 任 研 究 員 荻原祥信

11 土井捷三郎

研 究 員 林 清志

11 野沢理哉

立山丸船長(事務取扱) (浜岡繁雄〉

漁業資源謀 立山丸機関長〈事務取扱) (姫野隆幸〉

主 任 金谷鶴作

11 相川栄松

11 中島信行

11 田中孝世

11 新川文夫

業 務 技 師 新タ寅信

11 谷井富造

技 術 員 大橋一夫

-99ー



3．昭和６３年度予算

－１００－

事 業名 予算額 備考

水産試験場費

漁業指導調査船立山丸経常費

漁海況予報事業費

沿岸漁海況観測事業費

沖合漁場開発調査費

富山湾固有種生態調査研究費

富山湾深海生物調査研究費

２００カイリ水域内漁業資源委託事業費

栽培漁業調査船経常費

栽培漁業開発試験費

富山湾漁場環境調査費

魚病対策費

水産試験場整備改修賢

１２，６００千円

３０，９２１

1，９５６

２，６２４

５，１５４

４，６５８

３，９０６

２．５１１

7，３９２

３３，１５５

1．０６８

２，４６９

４，２１１

(水産試験場費）

小 計 １１２，６２５

アクアマリン計画調査費等

公共用水域水質測定調査費

地域特産種増殖技術開発事業費等

秋さけ漁業調整対策事業費

魚類雌性発生試験費

７，７１４

２，０５２

６，４９４

１，３１７

３，６９１

(総務費）

(公害防止費）

(水産業振興費）

(漁業調整費）

(農業改良普及費）

小 計 ２１．２６８

総 合計 １３３，８９３

課名 職名 氏名 備考

漁業資源課

技 術員

″
〃

〃

大坪裕之

西浦富幸

石浦光英

島倉清弘

水産増殖課

水産増殖課長

主任研究員

研究員

″
″
〃

Iまやつき船長

主 任

技術員

高松賢二郎

宮崎統五

武野泰之

若林洋

藤田大介

若林信一

関東雄

油谷外喜雄

津井一彦


